
編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０７－１９５ 高等学校 国語科 論理国語  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修の基本方針 

１．近現代のすぐれた論理的な文章に触れることにより、言語感覚を磨き、知識と教養を身に付け、豊か

な感性や情緒を育むことができるようにした。 

２．生徒が自主的・主体的に学習活動を行うことにより、思考力・判断力・表現力を養い、自発的・創造

的な人間形成に進むことができるよう考慮した。 

３．対話的・協働的な学習活動を積み重ねることにより、さまざまな社会的要請に応え得る人間性の育成

に役立てられるようにした。 

４．現代社会における問題を具体的に扱った教材を意識的に採録して、人間・環境・社会などさまざまな

課題に向き合う態度を養うことができるように配慮した。 

５．我が国の言語文化の伝統を深く理解したうえで、言葉によって的確に理解し、適切に交流する能力を

はぐくみ、真に国際的な人間形成を促すことを期した。 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

第Ⅰ部 ・言葉のはたらきに理解を深め、語彙や表現を豊かにし

て、社会生活に必要な言葉の知識や技能を身に付ける

ことを目指した（第１号）。 

・真理を探究する人間のさまざまなありようを示すこ

とによって、生徒の人間性・社会性の涵養に働きかけ

られる題材を採録した（第１号）。 

・「コラム」を置き、情報の収集や、情報の妥当性や信

頼性の吟味といった、現代の情報化社会において重要

とされる能力を高めることを目指した（第１号）。 

・「読みを広げる」を設定して、読書の幅を広げるこ

とができるようにした（第１号）。 

p.39～45 p.116～123 

 

 

p.32～37 

 

 

p.68～69  p.90～93 

p.177～179 

 

p.22 p.30 p.38 p.46 

p.67 p.78 p.89 p.104 

p.124 p.134 p.143 

p.152 p.163 p.172 

・個性を肯定するとともに、多様な価値観について述べ

た題材を採録し、異なる立場からの意見を尊重する態

度を身に付けられるように配慮した（第２号）。 

・経済社会の持つ仕組み・制度について考察を促す題材

を採録し、生徒が自身の社会生活について考えを深め

ることができるようにした（第２号）。 

・生徒同士の会話を含む教材を用意し、生徒自らが主体

性を発揮して学習に取り組むことを期した（第２号）。 

p.16～21 p.116～123 

 

 

p.70～77 p.144～151 

p.164～171 

 

p.180～184 

・近代社会の秩序や理念について述べた題材に加えて、

情報化の進展、科学技術の発展など、現代の諸問題を

取り上げた題材を採録し、生徒が社会の形成と発展に

ついて考察を深められるよう配慮した（第３号）。 

・学校生活など、生徒にとっての実社会と深く関わる題

材を積極的に採録し、生徒が自らの問題として考えを

深めることができるようにした（第３号）。 

p.125～133 p.154～162 

p.164～171 p.174～176 

 

 

p.180～184 



・生命、自然、環境といった、現実の諸問題に深く関わ

る題材を採録し、生命を尊ぶ態度を養うとともに、生

徒が自らの問題として考えを深めることができるよ

う配慮した（第４号）。 

p.23～29 p.52～55 

p.136～142 

・言語論・比較文化論・芸術論を積極的に採録するなど

して、我が国の言語文化に対する関心を喚起するとと

もに、他国の文化を尊重する態度を養うことができる

よう配慮した（第５号）。 

・「読みを広げる」を設定して、言語文化に対する興

味・関心を喚起できるようにした（第５号）。 

 

p.48～51 p.56～66 

p.80～88 p.94～103 

p.106～109 p.110～114 

 

p.22 p.30 p.38 p.46 

p.67 p.78 p.89 p.104 

p.124 p.134 p.143 

p.152 p.163 p.172 

第Ⅱ部 ・言葉のはたらきに理解を深め、語彙や表現を豊かにし

て、社会生活に必要な言葉の知識や技能を身に付ける

ことを目指した（第１号）。 

・真理を探究する人間のさまざまなありようを示すこ

とによって、生徒の人間性・社会性の涵養に働きかけ

られる題材を採録した（第１号）。 

・「読みを広げる」を設定して、読書の幅を広げるこ

とができるようにした（第１号）。 

 

p.197～207 p.234～239 

p.240～246 

 

p.186～195 

 

 

p.196 p.208 p.218 

p.232 p.256 p.270 

p.281 p.292 p.307 

p.320 p.335 p.352 

p.360 p.380 

・個性を肯定するとともに、多様な価値観について述べ

た題材を採録し、異なる立場からの意見を尊重する態

度を身に付けられるように配慮した（第２号）。 

・生徒同士の会話を含む教材を用意し、生徒自らが主体

性を発揮して学習に取り組むことを期した（第２号）。 

p.219～231 p.282～291 

 

 

p.386～390 

・近代社会の秩序や理念について述べた題材に加えて、

情報化の進展、科学技術の発展、消費行動のあり方な

ど、現代の諸問題を取り上げた題材を採録し、生徒が

社会の形成と発展について考察を深められるよう配

慮した（第３号）。 

・学校生活など、生徒にとっての実社会と深く関わる題

材を積極的に採録し、生徒が自らの問題として考えを

深めることができるようにした（第３号）。 

p.248～255 p.257～269 

p.294～306 p.308～319 

p.322～334 p.336～351 

p.354～359 p.361～379 

p.382～385 

p.386～390 

・生命、自然、環境といった、現実の諸問題に深く関わ

る題材を採録し、生命を尊ぶ態度を養うとともに、生

徒が自らの問題として考えを深めることができるよ

う配慮した（第４号）。 

p.210～217 p.219～231 

p.272～280 

・言語論を積極的に採録して、我が国の言語文化に対す

る関心を喚起するとともに、他国の文化を尊重する態

度を養うことができるよう配慮した（第５号）。 

・「読みを広げる」を設定して、言語文化に対する興

味・関心を喚起できるようにした（第５号）。 

 

p.197～207 

 

 

p.196 p.208 p.218 

p.232 p.256 p.270 

p.281 p.292 p.307 

p.320 p.335 p.352 

p.360 p.380 



表現編 ・社会生活や学術的な学習の基礎となる知識や教養を

身に付け、自分の考えや事柄を国語で適切に伝える能

力を伸ばせるようにした（第１号）。 

・情報を整理したり、整理した情報を適切に活用したり

といった、現代の情報化社会において重要とされる能

力を高めることを目指した（第１号）。 

p.392～400 p.402～416 

 

 

p.404～411 

 

・具体的な学習テーマと事例を示すことで、生徒が主体

性を発揮して課題に取り組めるようにした（第２号）。 

p.392～400 p.402～416 

・人間関係とペルソナという、生徒自身の社会生活に深

く関わる題材を扱った文章を課題文とすることで、他

者と協働的な関係性を築く態度について考察を深め

られるよう配慮した（第３号）。 

p.402～416 

・少子化問題という、現実の諸問題に深く関わる題材を

採録し、生徒が自らの問題として考えを深めることが

できるようにした。（第４号）。 

p.392～400 

資料編・口絵 ・表現に関する実用的な資料を採録し、実生活や学術的

な学習の基礎となる知識や教養を身に付けることが

できるようにした（第１号）。 

・「評論主要テーマ一覧」「評論キーワード一覧」「評

論キーパーソン一覧」を用意し、幅広い知識と教養を

身に付けるとともに、我が国や他国の言語文化に対す

る興味・関心を喚起できるよう配慮した（第１号・第

５号）。 

巻頭口絵 p.418 419 

 

 

p.420～432 巻末口絵 

   

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・第二条第３号及び、学校教育法第５１条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」、

また、第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会の発展に寄与する態度を養う

こと」を踏まえ、第Ⅰ部、第Ⅱ部の各教材の最後に「学習の手引き」「言語活動の手引き」「言葉の手

引き」として課題を用意し、発表や話し合いを含む多様な学習活動を設定した。教材の内容や構成など

について理解を深め、自らの考えを的確に表現する資質・能力を養うとともに、生徒相互の意見交流を

通じて、多角的で客観性のある批判的思考能力を養えるよう配慮した。 

・書体にユニバーサルデザインフォントを取り入れたほか、カラーユニバーサルデザインにも配慮し、す

べての生徒にとって学びやすい紙面となるよう配慮した。 

 

 

  



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０７－１９５ 高等学校 国語科 論理国語  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

①単元構成・教材選定 
・「現代の国語」および「言語文化」で育成された資質・能力をさらに推し進め、実社会や学術的な学習に
必要な国語の知識や技能を効果的に身につけるため、全体を「第Ⅰ部」「第Ⅱ部」と「表現編」で構成し、
論理的・批判的な思考力・判断力を育成するための学びと、表現力を育成するための学びとが、それぞれ
系統的に行えるように教材を配置した。 

・「第Ⅰ部」、「第Ⅱ部」は、教育現場の意見・要望を尊重し、学習指導の実態に即応できるよう考慮して、評
論、および、実用的な文章を取り上げた。評論はテーマを基本とした単元構成にして、教材どうしが有機
的な繫がりをもって学習できることを意図した。 

・「表現編」は、「Ａ 書くこと」に関わる教材を取り上げ、「論理国語」の目標に掲げられている、「他者
との関わりの中で伝え合う力を高め」るための学びを実現することを意図した。 

・「Ｂ 読むこと」の教材選定にあたっては、生徒の発達段階や「現代の国語」「言語文化」との接続にも配
慮しつつ、高校生が身につけておくべき幅広い知識を提供し得る作品をさまざまな分野から厳選し、人間
や社会に対する視野や考えがさらに広がり深まるように教材を配列した。 

・評論単元の扉および「表現編」の教材の冒頭に、それぞれの教材で何を学ぶかを「学習のねらい」として
示し、教材の意図を学習者全体で共有しながら学びに取り組むことができるようにした。 

 →「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図る」ための配慮。 
②[知識及び技能]への対応 
・作品の中で押さえておくべき熟語、慣用句、四字熟語等を「注意すべき語句」として脚注の左に示し、必
要な語句を効果的に学習できるよう配慮した。 

・「言葉の手引き」を設定して、「Ｂ 読むこと」の内容と関連づけながら漢字・語句・表現・修辞等の知識
を深めるとともに、文脈の中で語感を磨き、語彙を豊かにできるようにした。 

・情報と情報との関係については、「Ｂ 読むこと」の内容と関連づけながら「学習の手引き」で理解を深
めるとともに、「読解のレッスン㈠・㈢」において、主張と根拠、具体と抽象といった情報と情報との関
係や、論理展開の基本となる推論について基礎的な知識を得られるようにした。 

・巻末に「資料編」、巻頭と巻末に「口絵」を用意し、豊富な資料や写真・図版を掲載して、知識をより深
めるための一助とした。 

・作品ごとに作者解説を付し、出典の情報を示して読書につながる興味づけを図るとともに、評論に関して
は「読みを広げる」を設けて、読書の幅を広げることができるように意図した。 

③[思考力、判断力、表現力等]への対応 
・「Ａ 書くこと」に関しては、「言語活動」を主体として教材を設定し、具体的な活動を通して表現力や想
像力を高め、自分の考えを広げて伝え合う能力を育成することを目ざした。教材として取り上げる項目
は、「言語活動例」に示された内容に即して選定した。 

・「Ｂ 読むこと」に関しては、脚注の「問」、および「学習の手引き」「活動の手引き」の三つの課題設定に
よって、作品の内容理解を深め、興味を広げることができるようにした。 
＊「問」は、本文を解釈するうえでポイントとなる箇所に、内容理解を確認する目的で示した。 
＊「学習の手引き」は、文章全体の構成の把握、構成を支えている論理（各段落のはたらき、段落相互の
関係、論展開など）の把握、「学習のねらい」に沿った内容の解釈および評価という、基本的に三つの
事柄を行うことを主旨として設定した。 

＊「言語活動の手引き」は、本文を学習して得た知識や、本文に関連する事柄などをもとにして、文章を
書いて発表したり、調査・報告を行ったりするなど、「読むこと」と「書くこと」の両方に関わる「言
語活動」を行うことを主旨として設定した。 

・「言語活動の手引き」とは別に、「Ｂ 読むこと」の「言語活動」として、関連あるいは共通するテーマ
について書かれた二つの文章教材を用意し、それぞれの書き手の意図を捉えながら必要な情報を関係づ
け、多面的・多角的な視点から自分の考えを深めることができるようにした。 
→p.80「手の変幻」、p.87「ミロのビーナスにみる侘び寂び」 
→p.106「科学者と芸術家」、p.110「自然と科学と、芸術のお話」 

・実用的な文章は、実用と活用に重点を置いて、「言語活動」を主体とした課題設定を行った。 
 



2．対照表

該当箇所

章 単元 教材 ⑴ ⑵ ⑶

書
く
こ
と

⑴ 書
く
こ
と

⑵ 読
む
こ
と

⑴ 読
む
こ
と

⑵

「利他」とは何か イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア ア・ウ・カ ア p.16-p.21 1 2 3

〔読みを広げる〕 ア p.22

エディブル・プラネット イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ ア・エ・カ ア・ウ p.23-p.29 1 2 3

〔読みを広げる〕※以下12箇所 ア p.30

自他の「間あい」 イ・エ ア・イ ア・ウ ア・ウ ア・エ・カ ア・ウ p.32-p.37 1 2 3

対話の意味 イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ
ア・オ・カ・
キ

ア・ウ・エ p.39-p.45 1 2 3

制作の自由と制約 エ ア・イ ア・カ p.48-p.51 1 1

共感と道徳的行為 エ ア・イ ア・カ p.52-p.54 1 1

オノマトペとは何か ア・イ・エ ア・イ ウ・オ・カ ア・ウ ア・カ ア・ウ p.56-p.66 1 3 4

〔コラム〕文章を要約するには エ ア・イ p.68-p.69

越境する動物がもたらす贈り物 イ・エ ア・イ ア・イ ア・ウ・エ
ア・ウ・エ・
カ

ア・ウ・オ p.70-p.77 1 2 3

手の変幻 イ・エ ア・イ
ア・イ・ウ・
エ・オ

ア・イ・エ
ア・ウ・エ・
オ・カ・キ

ア・オ p.80-p.86 1 3 4

〔コラム〕資料を集めて分析するには イ p.90-p.93

反アート入門 イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・イ・ウ ア・カ ア・ウ p.94-p.103 1 3 4

科学者と芸術家 ア・イ
ア・イ・ウ
オ・カ・キ

ア・エ p.106-p.109 1 1

自然と科学と、芸術のお話 ア・イ
ア・イ・エ・
オ・カ・キ

ア・エ p.110-p.114 2 2

「お母さん」の用法 ア・イ・エ ア・イ ア・ウ ア・ウ・エ ア・エ・カ ア・ウ・オ p.116-p.123 1 3 4

技術とどうつき合うか イ・エ ア・イ ア・イ ア・エ ア・カ ア・オ p.125-p.133 1 3 4

なぜ多様性が必要か イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ
ア・ウ・エ・
カ

ア・ウ p.136-p.142 1 3 4

働かないアリに意義がある イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア
ア・ウ・エ・
カ

ア p.144-p.151 1 3 4

生体認証技術の発展と未来 イ・エ ア・イ ア・オ ア・ウ
ア・ウ・エ・
カ

ア・ウ p.154-p.162 1 3 4

ＡＩ時代の社会と法 イ・エ ア・イ
イ・ウ・エ・
オ

ア・ウ ア・カ ア・イ p.164-p.171 1 3 4

情報技術の活用に関するデータと文章を読み比べる イ・エ ア イ・オ・キ ア・エ p.174-p.176 1 1 2

〔コラム〕グラフ・図表を読み取り、活用するには イ p.177-p.179

ボランティアへの参加を伝えるメールの文章を検討する ウ・オ・カ ア イ・エ・オ ア・エ p.180-p.184 2 1 3

まなざしのデザイン イ・エ ア・イ エ ア・ウ ア・エ・カ ア・ウ p.186-p.195 1 2 3

〔読みを広げる〕 ア p.196

言語が見せる世界 ア・イ・エ ア・イ ア・イ・カ ア・ウ ア・ウ・カ ア・ウ p.197-p.207 1 3 4

〔読みを広げる〕※以下12箇所 ア p.208

人間という中心と、それよりも〈軽い命〉 イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ ア・エ・カ ア・ウ p.210-p.217 1 2 3

マルチスピーシーズの示す未来 イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ
ア・ウ・オ・
カ・キ

ア・ウ・エ p.219-p.229 1 3 4

推論とは何か ウ
ア・ウ・オ・
カ

ア p.234-p.239 1 1

帰納法のワナ―一般化に対する疑問 ウ
ア・ウ・オ・
カ

ア p.240-p.246 2 2

コミュニティ空間としての都市 イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ
ア・イ・ウ・
エ・カ

ア・ウ p.248-p.255 1 2 3

「第二の身体」としてのメディアと技術 イ・エ ア・イ
ア・ウ・エ・
オ

ア・ウ
ア・ウ・エ・
カ

ア・ウ p.257-p.269 1 3 4

いのちのかたち イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ ア・ウ・カ ア・ウ p.272-p.280 1 3 4

ケアの倫理 イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ ア・カ ア・ウ p.282-p.291 1 3 4

リスク社会とは何か イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ ア・カ ア・ウ p.294-p.306 1 3 4

コスモポリタニズムの可能性 イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ ア・エ・カ ア・ウ p.308-p.319 1 3 4

目に見える制度と見えない制度 イ・エ ア・イ ア ア・ウ ア・カ ア・ウ・オ p.322-p.334 1 3 4

「である」ことと「する」こと イ・エ ア・イ
ア・イ・ウ・
エ・オ

ア・ウ・エ ア・エ・カ ア・ウ・オ p.336-p.351 1 3 4

漫罵 イ・エ ア・イ ウ・エ・オ ア・ウ ウ・エ・カ ア・ウ p.354-p.359 1 3 4

現代日本の開化 イ・エ ア・イ ウ・エ ア・ウ
ア・ウ・エ・
オ・カ・キ

ア・ウ・エ p.361-p.379 1 3 4

法に関わる文章を読み比べる ア・イ イ・エ・オ ア・エ p.382-p.385 2 2

生徒会に提出する提案書の内容を検討する ア・イ
ウ・エ・オ・
カ

ア イ・エ・オ ア・エ p.386-p.390 1 1 2

テーマを決めてレポートを書く ウ・エ ア・イ
ア・イ・ウ・
エ・オ

ア・イ・エ p.392-p.397 5 5

書いたレポートを評価・分析して修正する ウ・エ イ・カ イ・ウ p.398-p.400 3 3

小論文の基本的な書き方を理解する ウ・エ
イ・ウ・エ・
オ

ア p.402-p.403 2 2

資料を読んで情報を整理する ウ・エ ア・イ
ア・イ・ウ・
エ

ア・イ ア ア p.404-p.409 3 1 4

整理した情報をもとに、小論文を書く ウ・エ ウ・エ・オ ア・イ p.410-p.411 2 2

書いた小論文を評価・分析して修正する ウ・エ
イ・ウ・エ・
オ・カ

イ・ウ p.412-p.416 3 3

50 90 140

実用文(一)
情報を使いこなす

評論(七)
未来を構想する

評論(六)
多様性を見つめる

図書の構成・内容

第
Ⅰ
部

評論(五)
変化に対応する

評論(四)
芸術を読み直す

評論(三)
言語文化を解きほ
ぐす

評論(二)
他者と向き合う

評論(一)
豊かさを捉え直す

読解のレッスン(一)
論理を見いだす

読解のレッスン(二)
文章を読み比べる

配当時数
知識及び技能 　

書
く
こ
と

　
読
む
こ
と

計

思考力・表現力・判断力等
学習指導要領の内容

表
現
編

小論文を書く

第
Ⅱ
部

評論(一)
世界を捉え返す

評論(二)
人間中心主義を問
う

評論(三)
現代社会を読み解
く

評論(四)
倫理を問い直す

評論(五)
未知に向き合う

評論(六)
社会の仕組みを考
える

実用文(二)
規則の意味を解釈
する

レポートを書く

評論(七)
文明を批評する

読解のレッスン(三)
推論を習得する



峻 暉 槌 巷 悉 汝 頗 齬 齟 吞 覗 嚙 鉋 撒 捏 鷲 瞰 俯 絆 屑 肛 葦 凌 饉 掟 畦 杏 栗 蘇 辰 菩 輔 紗 伊 漢字

46 46 40 39 38 38 38 35 35 34 34 34 33 33 32 32 30 30 30 30 30 30 26 26 26 25 24 24 24 23 22 22 16 16 ﾍﾟｰｼﾞ

峙 呆 媢 竟 畢 繹 渾 桶 謬 隈 寅 庄 瀆 溢 衍 椹 炒 彦 辻 歪 碗 侘 芥 焔 笏 廻 譚 鼠 套 屠 狐 駕 智 浩 漢字

112 112 108 108 108 108 107 107 107 106 106 104 102 101 101 94 92 88 88 88 88 87 85 85 83 75 75 72 72 72 72 70 70 46 ﾍﾟｰｼﾞ

掬 嘴 梢 聡 紘 洲 儡 傀 嗜 綜 徊 徘 捧 罠 閾 溜 祐 轢 軋 攪 殲 靱 繫 夥 褪 泄 棲 翅 禿 鱗 蝶 弘 脆 也 漢字

208 202 201 172 163 163 163 163 163 159 156 156 152 150 145 145 144 143 143 141 140 140 140 139 138 137 137 136 136 136 136 124 119 116 ﾍﾟｰｼﾞ

嚆 晒 倖 僥 螺 煽 瀾 漑 灌 甕 槍 斧 蝕 惚 濡 疇 圭 沐 瀕 躙 壺 糞 巳 淳 馳 蟻 些 憐 瞥 叩 賑 斂 蟬 閃 漢字

283 282 279 279 275 273 272 264 264 262 261 261 243 240 239 239 232 226 224 223 222 222 219 218 215 215 214 213 213 212 212 211 210 208 ﾍﾟｰｼﾞ

之 歎 憮 而 於 堊 或 燭 挽 瞑 滔 蔓 漱 臥 坐 朋 謳 昌 晰 軛 祀 涵 贅 逅 邂 牢 狡 紐 焉 乖 杞 魃 旱 靖 漢字

354 354 354 354 354 354 354 354 354 350 348 347 347 342 342 341 339 335 335 330 329 320 317 316 316 305 303 302 301 299 298 295 295 292 ﾍﾟｰｼﾞ

毫 揉 狗 噓 乎 炳 俄 趨 侈 奢 吾 其 頌 杢 湛 鷗 厭 楚 餡 跫 亦 陋 勿 藉 猥 懶 耽 晏 斯 蔕 稀 杖 煉 撞 漢字

373 373 373 372 371 371 369 366 366 366 363 360 360 360 360 360 358 358 358 358 357 357 357 357 356 356 356 356 356 356 356 354 354 354 ﾍﾟｰｼﾞ

揄 揶 桂 沌 輿 俟 敲 榎 隼 宍 拊 呻 奄 衒 齧 漢字

428 428 424 421 421 421 416 405 405 382 380 376 376 376 376 ﾍﾟｰｼﾞ

常
用
漢
字
以
外
の
使
用
漢
字
一
覧
表



有
沙

為
す

以
っ

て

越
後
妻
有

観
る

博
司

伊
勢
武
史

止
む

謎
理
的

容
れ
る

単
義
的

思
考

実
験

技
巧

小
鹿
田

拓
く

均
す

宗
悦

眼 四
方
田

温
司

克
彦

氷
っ

た

卓
行

恭
則

節 象
づ
く
る

お
人
好
し

象
る

喩
え

贈
り
物

友
紀

喜
美

相
良

浩
二
郎

淑
子

英
雄

猛 清
一

信
男

銀
杏

出
雲

戸
谷
洋
志

菩
提
心

漢
字

あ
り
さ

な
す

も
っ

て

え
ち
ご
つ
ま
り

み
る

ひ
ろ
し

い
せ
た
け
し

や
む

パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル

い
れ
る

ユ
ニ
ー

ク

ゲ
ダ
ン
ケ
ン

エ
キ
ス
ペ
リ
メ
ン
ト

テ
ク
ニ
ッ

ク

お
ん
た

ひ
ら
く

な
ら
す

む
ね
よ
し

め よ
も
た

あ
つ
し

か
つ
ひ
こ

こ
お
っ

た

た
か
ゆ
き

た
か
の
り

た
か
し

か
た
ち
づ
く
る

お
ひ
と
よ
し

か
た
ど
る

た
と
え

ギ
フ
ト

ゆ
き

き
み

さ
が
ら

こ
う
じ
ろ
う

い
つ
こ

ひ
で
お

た
け
し

き
よ
か
ず

の
ぶ
お

い
ち
ょ

う

い
ず
も

と
や
ひ
ろ
し

ぼ
だ
い
し
ん

音
　
訓

125 119 119 111 111 111 110 108 108 108 108 107 107 107 104 103 98 95 95 89 89 88 85 80 78 78 78 72 72 71 70 67 56 46 46 46 39 38 32 30 25 24 22 22 ㌻

成
員

存
在
性

良
和

河
野

達
博

清
水
晶
子

拠
る

英
敬

看
取
る

愛
で
る

艶
か
し
い

適
う

謙
介

全
世
界
村

還
る

巨
大
機
械

掌 千
枝

良
典

日
蝕

孝
男

崇
仁

克
巳

道
夫

信
岡

辛
い

修 初
期
設
定

実
在
性

茂
樹

囚
わ
れ
る

武
蔵
野

独
歩

色 羽
生
善
治

茂
生

動
的

虹
彩

漁
る

始 長
谷
川

中
屋
敷
均

頑
な

お
腹 漢

字

メ
ン
バ
ー

あ
り
か
た

よ
し
か
ず

こ
う
の

た
つ
ひ
ろ

し
み
ず
あ
き
こ

よ
る

ひ
で
た
か

み
と
る

め
で
る

な
ま
め
か
し
い

か
な
う

け
ん
す
け

グ
ロ
ー

バ
ル
・
ビ
レ
ッ

ジ

か
え
る

メ
ガ
マ
シ
ン

て
の
ひ
ら

ち
え

よ
し
の
り

に
っ

し
ょ

く

た
か
お

た
か
ひ
と

か
つ
み

み
ち
お

の
ぶ
お
か

つ
ら
い

お
さ
む

デ
フ
ォ

ル
ト

リ
ア
リ
テ
ィ

し
げ
き

と
ら
わ
れ
る

む
さ
し
の

ど
っ

ぽ

カ
ラ
ー

は
ぶ
よ
し
は
る

し
げ
お

モ
バ
イ
ル

こ
う
さ
い

あ
さ
る

は
じ
め

は
せ
が
わ

な
か
や
し
き
ひ
と
し

か
た
く
な

お
な
か

音
　
訓

324 322 320 308 307 292 283 281 277 274 274 273 270 270 265 264 261 250 248 243 232 223 219 218 218 212 210 206 205 197 196 196 196 190 172 172 156 154 152 152 144 143 137 137 ㌻

煙
草

敷
島

緯 経 身
体

国
男

群 及 木
下

待
合

向
側

芳
年

如
か
ず

寧
ろ

三
十
一
文
字

須
ら
く

然
ら
ざ
れ
ば

暇 負
む

誇
負

出
で
ん
や

能
く

如
く

彼
等

采
女

築
地

識
る

能
わ
ず

自
づ
か
ら

風
呂
敷

前
垂

紋
付

漸
く

東 宗
介

弥
縫

厳
太
郎

真
男

反
響

愛
の
手
紙

形
式

現
実
的

仮
構
的

所
有 漢

字

た
ば
こ

し
き
し
ま

よ
こ
い
と

た
て
い
と

か
ら
だ

く
に
お

む
れ

お
よ
び

き
の
し
た

ま
ち
あ
い

む
こ
う
が
わ

よ
し
と
し

し
か
ず

む
し
ろ

み
そ
ひ
と
も
じ

す
べ
か
ら
く

し
か
ら
ざ
れ
ば

い
と
ま

た
の
む

プ
ラ
イ
ド

い
で
ん
や

よ
く

ご
と
く

か
れ
ら

う
ね
め

つ
き
じ

し
る

あ
た
わ
ず

お
の
づ
か
ら

ふ
ろ
し
き

ま
え
だ
れ

も
ん
つ
き

よ
う
や
く

あ
ず
ま

む
ね
す
け

び
ほ
う

い
ず
た
ろ
う

ま
さ
お

こ
だ
ま

ラ
ブ
レ
タ
ー

ス
タ
イ
ル

リ
ア
ル

フ
ィ

ク
シ
ョ

ナ
ル

も
の

音
　
訓

366 366 363 363 362 360 360 360 360 360 360 358 358 358 357 357 357 356 356 356 356 356 356 356 354 354 354 354 354 354 354 354 354 352 352 347 336 336 331 331 331 327 327 324 ㌻

音
訓
一
覧
表



正
博

立
花
隆

鶴
見

圭
三
郎

席
巻

神
輿

樹 雅
士

術 博
明

河
合

常
寿

吾
輩

起
つ

法
螺

背 食
客

咽
喉

検
し
て

高
句
麗

百
済

新
羅

否
応
な
し
に

冠
ら
し
て
も

漢
字

ま
さ
ひ
ろ

た
ち
ば
な
た
か
し

つ
る
み

け
い
ざ
ぶ
ろ
う

せ
っ

け
ん

み
こ
し

た
つ
る

ま
さ
し

す
べ

ひ
ろ
あ
き

か
わ
い

じ
ょ

う
じ

わ
が
は
い

た
つ

ほ
ら

せ
な

い
そ
う
ろ
う

の
ど

け
み
し
て

こ
う
く
り

く
だ
ら

し
ら
ぎ

い
や
お
う
な
し
に

か
む
ら
し
て
も

音
　
訓

424 424 422 421 421 421 420 420 420 405 405 382 378 376 376 375 373 372 371 368 368 368 368 367 ㌻

音
訓
一
覧
表



〔国語教材〕

ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

16～20 「利他」とは何か 国語教材 「利他」とは何か(第９刷） 5、19、50～56 伊藤亜紗他 集英社 2021年

23～28 エディブル・プラネット 国語教材 『ビッグイシュー日本版』（470号） 8～10 藤原辰史 ビッグイ
シュー日本

2024年1
月

32～36 自他の「間あい」 国語教材 「聴く」ことの力　臨床哲学試論(第１
刷）

91～96 鷲田清一 筑摩書房 2015年

39～44 対話の意味 国語教材 対話をデザインする――伝わるとはどう
いうことか(第１刷）

19～24、29～31 細川英雄 筑摩書房 2019年

48～50 制作の自由と制約 国語教材 芸術の中動態――受容／制作の基層（初
版第１刷）

161～164 森田亜紀 萌書房 2013年

52～53 共感と道徳的行為 国語教材 共感の正体――つながりを生むのか、苦
しみをもたらすのか（初版）

27～29 山竹伸二 河出書房新社 2022年

56～65 オノマトペとは何か 国語教材 言語の本質(3版) 249、3～17 今井むつみ・
秋田喜美

中央公論新社 2023年

70～76 越境する動物がもたらす贈り物 国語教材 環境人文学Ⅱ　他者としての自然（初
版）

55～61 矢野智司他 勉誠出版 2017年

80～85 手の変幻 国語教材 手の変幻（第１刷） 11～14 清岡卓行 美術出版社 1966年

87～88 ミロのビーナスにみる侘び寂び 国語教材 ルーヴル美術館の楽しみ方（第11刷） 74～77 赤瀬川原平 新潮社 1997年

94～102 反アート入門 国語教材 反アート入門（第１刷） 268～271、273
～276

椹木野衣 幻冬舎 2010年

106～109 科学者と芸術家 国語教材 寺田寅彦全集　第五巻 265～269 寺田寅彦 岩波書店 1997年

110～113 自然と科学と、芸術のお話 国語教材 Ｗｅｂナショジオ　森で想う環境のこ
と・人のこと　第10回　自然と科学と、
芸術のお話
（https://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl
/web/15/427954/090400006/）

伊勢武史 ナショナルジ
オグラフィッ
ク

2015年9
月8日

116～122 「お母さん」の用法 国語教材 いつもの言葉を哲学する（第１刷） 208～216 古田徹也 朝日新聞出版 2021年

125～132 技術とどうつき合うか 国語教材 AI社会の歩き方　人工知能とどう付き合
うか(第１版 第１刷）

1、154～161 江間有沙 化学同人 2019年

136～141 なぜ多様性が必要か 国語教材 新版　動的平衡２　生命は自由になれる
のか(第２刷)

76～84 福岡伸一 小学館 2018年

144～150 働かないアリに意義がある 国語教材 働かないアリに意義がある(初版第３
刷）

73～81 長谷川英祐 山と渓谷社 2024年

154～161 生体認証技術の発展と未来 国語教材 世界思想（2020年春号、通巻第47号） 66～70 高野麻子 世界思想社 2020年4
月

164～170 AI時代の社会と法 国語教材 AIの時代と法(第１刷） 14～21 小塚荘一郎 岩波書店 2019年

出　典　一　覧　表

申 請 図 書 出                      典
備考



ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

186～194 まなざしのデザイン 国語教材 まなざしのデザイン――〈世界の見方〉
を変える方法（第１刷）

11～23 ハナムラチカ
ヒロ

NTT出版 2017年

197～206 言語が見せる世界 国語教材 語りえぬものを語る（第１刷） 398～407 野矢茂樹 講談社 2011年

210～216 人間という中心と、それよりも
〈軽い命〉

国語教材 動物に魂はあるのか――生命を見つめる
哲学（第１刷）

3～9 金森修 中央公論新社 2012年

219～228 マルチスピーシーズの示す未来 国語教材 これからの時代を生き抜くための文化人
類学入門(初版第１刷）

228～229、232
～242

奥野克己 辰巳出版 2022年

230～231 「存在論的デザイン」とは何か 国語教材 コ・デザイン――デザインすることをみ
んなの手に(初版第１刷）

281～284 上平崇仁 NTT出版 2020年

234～239 推論とは何か 国語教材 それゆけ！　論理さん(初版第１刷） 110～118 仲島ひとみ 筑摩書房 2018年

240～245 帰納法のワナ――一般化に対する
疑問

国語教材 データはウソをつく――科学的な社会調
査の方法(初版第12刷）

16～19、25～31 谷岡一郎 筑摩書房 2018年

248～254 コミュニティ空間としての都市 国語教材 持続可能な医療――超高齢化時代の科
学・公共性・死生観(第１刷）

141～148 広井良典 筑摩書房 2018年

257～268 「第二の身体」としてのメディア
と技術

国語教材 社会学入門一歩前(初版） 91～101 若林幹夫 河出書房新社 2023年

272～279 いのちのかたち 国語教材 理性の探求（第１刷） 160～167 西谷修 岩波書店 2009年

282～290 ケアの倫理 国語教材 ケアの倫理――フェミニズムの政治思想
（第４刷）

2、235～246、
269

岡野八代 岩波書店 2024年

294～305 リスク社会とは何か 国語教材 不可能性の時代（第１刷） 128～139 大澤真幸 岩波書店 2008年

308～318 コスモポリタニズムの可能性 国語教材 境界の現象学――始原の海から流体の存
在論へ（初版第1刷）

172～181 河野哲也 筑摩書房 2014年

322～333 目に見える制度と見えない制度 国語教材 哲学の現在――生きること考えること
（第３刷）

164～179 中村雄二郎 岩波書店 1977年

336～350 「である」ことと「する」こと 国語教材 日本の思想（第５刷） 154～160、163
～166、171～
173、175～179

丸山真男 岩波書店 1962年

354～358 漫罵 国語教材 透谷全集　第二巻（第13刷） 324～327 北村透谷 岩波書店 1970年

361～378 現代日本の開化 国語教材 漱石全集　第十六巻（第1刷） 420～421、423
～440

夏目金之助 岩波書店 1995年

382～383 資料A　宍戸常寿「法の適用」 国語教材 法解釈入門　第２版（第２版第１刷） 2～4 宍戸常寿他 有斐閣 2020年

404～405 課題文 国語教材 「さみしさ」の力――孤独と自立の心理
学（初版第１刷）

92～96 榎本博明 筑摩書房 2020年

※上記のもの以外については，編集委員による書き下ろしである。
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〔図･地図〕

ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

174 生体認証の利用に対する抵抗感の
有無

図版 生体認証に関する意識調査 日立製作所 2022年2
月1日

左の出典を
もとに作製

174 顔認証に対して抵抗を感じる場合 図版 顔認証に関する調査 アイブリッジ
株式会社

2023年9
月28日

左の出典を
もとに作製

177 年齢層別交通事故死者数と割合 図版 令和６年版交通安全白書 内閣府 2024年 左の出典を
もとに作製

179 大卒者の就職後3年以内離職率の
推移

図版 新規学卒就職者の離職状況(令和３年３
月卒業者)を公表します　別紙１

厚生労働省 2024年 左の出典を
もとに作製

249 先進諸国における社会的孤立の状
況

図版 持続可能な医療――超高齢化時代の科
学・公共性・死生観(第１刷）

143 広井良典 筑摩書房 2018年 左の出典を
もとに作製

396 図２　夫婦の平均理想子供数・平
均予定子供数・完結出生児数

図版 第16回出生動向基本調査 国立社会保
障・人口問題
研究所

2023年 左の出典を
もとに作製

396 図３　夫婦が理想の数の子供を持
たない理由（複数回答・上位５
つ）

図版 第16回出生動向基本調査 国立社会保
障・人口問題
研究所

2023年 左の出典を
もとに作製

396 表３　大学の１年間の授業料の変
化

図版 国公私立大学の授業料等の推移 文部科学省 2024年 左の出典を
もとに作製

397 図１　人口構造の推移 図版 統計トピックスNo.141 総務省統計局 2024年 左の出典を
もとに作製

397 表１　平均初婚年齢 図版 令和５年(2023)人口動態統計月報年計
（概数）の概況

厚生労働省 2024年 左の出典を
もとに作製

397 表２　第一子出生時の母親の平均
年齢

図版 令和５年(2023)人口動態統計月報年計
（概数）の概況

厚生労働省 2024年 左の出典を
もとに作製

※上記以外のものについては自社で作成。
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
見返① （「エディブル・プラネット」イメージ画像） 写真 PIXTA 95590880
見返① 呉須鉄絵撫子文石皿 写真 日本民藝館
見返① 伊万里色絵皿 写真 アマナイメージズ 26092001349
見返② （「『お母さん』の用法」イメージ画像　仕事をする男性） 写真 ゲッティイメージズ 1370273960
見返② （「『お母さん』の用法」イメージ画像　家事育児をする男性） 写真 ゲッティイメージズ 490811927
見返② （「なぜ多様性が必要か」イメージ画像） 写真 ゲッティイメージズ 1494331117
見返② （「技術とどうつき合うか」イメージ画像） 写真 ゲッティイメージズ 1248228521
見返② （「AI時代の社会と法」イメージ画像） 写真 アフロ 22792537
見返③ （「まなざしのデザイン」イメージ画像） 写真 ハナムラチカヒロ
見返③ （「マルチスピーシーズの示す未来」イメージ画像） 写真 ゲッティイメージズ 505648742
見返③ （日本橋魚市繁栄図） 写真 国立国会図書館デジタル化資料
口絵④ 「ケアの倫理」イメージ画像 写真 アフロ 124211027
口絵④ 「リスク社会とは何か」イメージ画像 写真 サイネットフォト IBR111715446
口絵④ 『鉄道馬車往復京橋煉瓦造ヨリ竹河岸図』

写真
『鉄道馬車往復京橋煉瓦造ヨリ竹河岸図』 安藤徳兵衛（三代歌川

広重）
あらい亀吉 1882年 国立国会図書館デジタル化資料

20 伊藤亜紗 写真 伊藤亜紗
20 『「利他」とは何か』 写真 『利他とは何か』 表紙 伊藤亜紗 集英社 2021年 自社で撮影
22 『目の見えない人は世界をどう見ているのか』 写真 『目の見えない人は世界をどう見ているのか』 表紙 伊藤亜紗 光文社 2015年 自社で撮影
22 『はじめての利他学』 写真 『はじめての利他学』 表紙 若松英輔 NHK出版 2022年 自社で撮影
22 『生きることは頼ること』 写真 『生きることは頼ること』 表紙 戸谷洋志 講談社 2024年 自社で撮影
24 桑の実 写真 アマナイメージズ 32203013060
24 いちじく 写真 PIXTA 24673492
24 アケビ 写真 PIXTA 5751501
24 ワラビ 写真 PIXTA 38763974
24 ゼンマイ 写真 時事通信社 8288277
24 よもぎ 写真 サイネットフォト YKA110013918
24 銀杏（ぎんなん） 写真 アマナイメージズ 2913000900
26 アマルティア・セン 写真 サイネットフォト JGW76B
27 フキノトウ 写真 PIXTA 74546299
27 フェリペ・フェルナンデス＝アルメスト 写真 ゲッティイメージズ 518913778
28 藤原辰史 写真 共同通信社 2023101909470
30 『歴史の屑拾い』 写真 『歴史の屑拾い』 表紙 藤原辰史 講談社 2022年 自社で撮影
30 『ゼロからの「資本論」』 写真 『ゼロからの「資本論」』 表紙 斎藤幸平 NHK出版 2023年 自社で撮影
30 『「共食」の社会史』 写真 『「共食」の社会史』 表紙 原田信男 藤原書店 2020年 自社で撮影
35 ウロボロスの蛇 写真 サイネットフォト PST110003940

36 寺山修司 写真 ユニフォトプレス KDO2009072700170

37 鷲田清一 写真 鷲田清一

37 『「聴く」ことの力――臨床哲学試論』 写真 『「聴く」ことの力　臨床哲学試論』 表紙 鷲田清一 筑摩書房 2015年 自社で撮影

38 『あいだ』 写真 『あいだ』 表紙 木村敏 筑摩書房 2005年 自社で撮影
38 『わかりやすいはわかりにくい？』 写真 『わかりやすいはわかりにくい？』 表紙 鷲田清一 筑摩書房 2010年 自社で撮影
38 『人類哲学序説』 写真 『人類哲学序説』 表紙 梅原猛 岩波書店 2013年 自社で撮影
44 細川英雄 写真 細川英雄
44 『対話をデザインする』 写真 『対話をデザインする』 表紙 細川英雄 筑摩書房 2019年 自社で撮影
46 『対話のレッスン』 写真 『対話のレッスン』 表紙 平田オリザ 講談社 2015年 自社で撮影
46 『対話する社会へ』 写真 『対話する社会へ』 表紙 暉峻淑子 岩波書店 2017年 自社で撮影
46 『「よく見る人」と「よく聴く人」』 写真 『「よく見る人」と「よく聴く」人』 表紙 広瀬浩二郎、相良啓子 岩波書店 2023年 自社で撮影
56 五味太郎 写真 朝日新聞社 P200329000103
58 マーク・ディンゲマンセ 写真 アフロ 276661970
61 チャールズ・サンダース・パース 写真 サイネットフォト ABM110353895
65 今井むつみ 写真 今井むつみ
65 秋田喜美 写真 秋田喜美
65 『言語の本質』 写真 『言語の本質』 表紙 今井むつみ、秋田喜美 中央公論新社 2023年 自社で撮影
67 『英語独習法』 写真 『英語独習法』 表紙 今井むつみ 岩波書店 2020年 自社で撮影
67 『オノマトペの認知科学』 写真 『オノマトペの認知科学』 表紙 秋田喜美 新曜社 2022年 自社で撮影
67 『子どもに学ぶ言葉の認知科学』 写真 『子どもに学ぶ言葉の認知科学』 表紙 広瀬友紀 筑摩書房 2022年 自社で撮影
72 宮沢賢治 写真 日本近代文学館 P0002873
76 アンデルセン 写真 アフロ 230638140
77 矢野智司 写真 矢野智司
77 『環境人文学Ⅱ　他者としての自然』 写真 『環境人文学Ⅱ　他者としての自然』 表紙 野田研一、山本洋平他 勉誠出版 2017年 自社で撮影
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
申請図書 出　　典

備考

78 『大人が子どもにおくりとどける40の物語』 写真 『大人が子どもにおくりとどける40の物語』 表紙 矢野智司 ミネルヴァ書房 2014年 自社で撮影
78 『日本人はなぜキツネにだまされなくなったのか』 写真 『日本人はなぜキツネにだまされなくなったのか』 表紙 内山節 講談社 2007年 自社で撮影
78 『みんなの民俗学　ヴァナキュラーってなんだ？』 写真 『みんなの民俗学　ヴァナキュラーってなんだ？』 表紙 島村恭則 平凡社 2020年 自社で撮影
81 ミロのビーナス 写真 ユニフォトプレス DEA_11237030
81 ミロのビーナスの復元案（上） 写真 ユニフォトプレス 3.5197871
81 ミロのビーナスの復元案（下） 写真 ユニフォトプレス 3.5197868
83 人柱像 写真 PIXTA 40358930
85 清岡卓行 写真 清岡卓行
85 『手の変幻』 写真 『手の変幻』 表紙 清岡卓行 講談社 1990年 自社で撮影
89 『「かわいい」論』 写真 『「かわいい」論』 表紙 四方田犬彦 筑摩書房 2006年 自社で撮影
89 『戦争がつくる女性像』 写真 『戦争がつくる女性像』 表紙 若桑みどり 筑摩書房 2000年 自社で撮影
89 『虹の西洋美術史』 写真 『虹の西洋美術史』 表紙 岡田温司 筑摩書房 2012年 自社で撮影
95 柳宗悦 写真 共同通信社 2024081507791
97 「民藝」の品々（日本民藝館蔵） 写真 日本民藝館
97 「民藝」の品々（日本民藝館蔵） 写真 日本民藝館
97 「民藝」の品々（日本民藝館蔵） 写真 日本民藝館
97 「民藝」の品々（日本民藝館蔵） 写真 日本民藝館

103 椹木野衣 写真 朝日新聞社 P210127000702
103 『反アート入門』 写真 『反アート入門』 表紙 椹木野衣 幻冬舎 2016年 自社で撮影
104 『民藝とは何か』 写真 『民藝とは何か』 表紙 柳宗悦 講談社 2006年 自社で撮影
104 『リーチ先生』 写真 『リーチ先生』 表紙 原田マハ 集英社 2019年 自社で撮影
104 『感性は感動しない』 写真 『感性は感動しない』 表紙 椹木野衣 世界思想社 2018年 自社で撮影
120 ジョン・マクダウェル 写真 サイネットフォト SPEHP7X0K
123 古田徹也 写真 共同通信社 2021022501718
123 『いつもの言葉を哲学する』 写真 『いつもの言葉を哲学する』 表紙 古田徹也 朝日新聞出版 2021年 自社で撮影
124 『言葉なんていらない？』 写真 『言葉なんていらない？』 表紙 古田徹也 創元社 2024年 自社で撮影
124 『ことばが変われば社会が変わる』 写真 『ことばが変われば社会が変わる』 表紙 中村桃子 筑摩書房 2024年 自社で撮影
124 『翻訳をジェンダーする』 写真 『翻訳をジェンダーする』 表紙 古川弘子 筑摩書房 2024年 自社で撮影
127 アプリによる乳牛管理 写真 時事通信社 37729879
132 江間有沙 写真 江間有沙
132 『AI社会の歩き方』 写真 『AI社会の歩き方』 表紙 江間有沙 化学同人 2019年 自社で撮影
134 『絵と図でわかるＡＩと社会』 写真 『絵と図でわかるＡＩと社会』 表紙 江間有沙 技術評論社 2021年 自社で撮影
134 『〈弱いロボット〉の思考』 写真 『〈弱いロボット〉の思考』 表紙 岡田美智男 講談社 2017年 自社で撮影
134 『ＡＩ以後』 写真 『ＡＩ以後』 表紙 丸山俊一 NHK出版 2019年 自社で撮影
136 アゲハチョウ 写真 PIXTA 66350895
136 サンショウ 写真 サイネットフォト YMA110000817
137 キアゲハ 写真 サイネットフォト BAB110001525
137 ジャコウアゲハ 写真 PIXTA 55195534
137 ウマノスズクサ 写真 アーテファクトリー 25800121
142 福岡伸一 写真 共同通信社 2016041900598
142 『新版　動的平衡２　生命は自由になれるのか』 写真 『新版　動的平衡２　生命は自由になれるのか』 表紙 福岡伸一 小学館 2018年 自社で撮影
143 『ルリボシカミキリの青』 写真 『ルリボシカミキリの青』 表紙 福岡伸一 文藝春秋 2012年 自社で撮影
143 『生命のからくり』 写真 『生命のからくり』 表紙 中屋敷均 講談社 2014年 自社で撮影
143 『生物多様性を問いなおす』 写真 『生物多様性を問いなおす』 表紙 高橋進 筑摩書房 2021年 自社で撮影
144 アシナガバチ 写真 Photolibrary 894828
144 スズメバチ 写真 Photolibrary 1821082
145 ミツバチ 写真 Photolibrary 998089
150 長谷川英祐 写真 長谷川英祐
150 『働かないアリに意義がある』 写真 『ヤマケイ文庫 働かないアリに意義がある』 表紙 長谷川英祐 山と渓谷社 2021年 自社で撮影
152 『面白くて眠れなくなる進化論』 写真 『面白くて眠れなくなる進化論』 表紙 長谷川英祐 PHP研究所 2015年 自社で撮影
152 『バッタを倒しにアフリカへ』 写真 『バッタを倒しにアフリカへ』 表紙 前野ウルド浩太郎 光文社 2017年 自社で撮影
152 『カラスの教科書』 写真 『カラスの教科書』 表紙 松原始 講談社 2016年 自社で撮影
161 高野麻子 写真 高野麻子
163 『指紋と近代』 写真 『指紋と近代』 表紙 高野麻子 みすず書房 2016年 自社で撮影
163 『ビッグデータの支配とプライバシー危機』 写真 『ビッグデータの支配とプライバシー危機』 表紙 宮下紘 集英社 2017年 自社で撮影
163 『デジタル化する新興国』 写真 『デジタル化する新興国』 表紙 伊藤亜聖 中央公論新社 2020年 自社で撮影
167 シュンペーター 写真 アフロ 25797505
170 小塚荘一郎 写真 小塚荘一郎
170 『AIの時代と法』 写真 『AIの時代と法』 表紙 小塚荘一郎 岩波書店 2019年 自社で撮影
172 『AI倫理』 写真 『AI倫理』 表紙 西垣通・河島茂生 中央公論新社 2019年 自社で撮影
172 『人工知能の核心』 写真 『人工知能の核心』 表紙 羽生善治 NHK出版 2017年 自社で撮影
172 『AI兵器と未来社会』 写真 『AI兵器と未来社会』 表紙 栗原聡 朝日新聞出版 2019年 自社で撮影
189 写真１　（ガリバースコープ） 写真 ハナムラチカヒロ
189 スウィフト 写真 アフロ 60371623
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190 ファインダー 写真 アフロ 278670492
191 写真2　レインボーウォーク 写真 ハナムラチカヒロ
191 写真3　レインボーウォーク 写真 ハナムラチカヒロ
191 写真4　レインボーウォーク 写真 ハナムラチカヒロ
194 ハナムラチカヒロ 写真 ハナムラチカヒロ
194 『まなざしのデザイン　〈世界の見方〉を変える方法』 写真 『まなざしのデザイン　〈世界の見方〉を変える方法』 表紙 ハナムラチカヒロ NTT出版 2017年 自社で撮影
196 『定本 日本近代文学の起源』 写真 『定本 日本近代文学の起源』 表紙 柄谷行人 岩波書店 2008年 自社で撮影
196 『武蔵野』 写真 『武蔵野』 表紙 国木田独歩 新潮社 1949年 自社で撮影
196 『まなざしの革命』 写真 『まなざしの革命』 表紙 ハナムラチカヒロ 河出書房新社 2022年 自社で撮影
198 ツグミ 写真 Photolibrary 1720467
206 野矢茂樹 写真 野矢茂樹
206 『語りえぬものを語る』 写真 『語りえぬものを語る』 表紙 野矢茂樹 講談社 2011年 自社で撮影
208 『「ロンリ」の授業』 写真 『「ロンリ」の授業』 表紙 NHK『ロンリのちから』制作班（野矢茂樹監修）三笠書房 2022年 自社で撮影
208 『新版　論理トレーニング』 写真 『新版　論理トレーニング』 表紙 野矢茂樹 産業図書 2006年 自社で撮影
208 『そっとページをめくる』 写真 『そっとページをめくる』 表紙 野矢茂樹 岩波書店 2019年 自社で撮影
212 ツクツクボウシ 写真 PIXTA 43446537
212 ネーゲル　 写真 アフロ 155151424
215 オニグモ 写真 アーテファクトリー 11600461
215 『昆虫物語　みなしごハッチ』 写真 『昆虫物語　みなしごハッチ』 タツノコプロ 1970年 タツノコプロ
216 金森修 写真 金森晶子
216 『動物に魂はあるのか』 写真 『動物に魂はあるのか』 表紙 金森修 中央公論新社 2012年 自社で撮影
218 『科学の危機』 写真 『科学の危機』 表紙 金森修 集英社 2015年 自社で撮影
218 『快楽としての動物保護』 写真 『快楽としての動物保護』 表紙 信岡朝子 講談社 2020年 自社で撮影
218 『アニマルウェルフェアとは何か』 写真 『アニマルウェルフェアとは何か』 表紙 枝廣淳子 岩波書店 2018年 自社で撮影
222 コンポスト 写真 ゲッティイメージズ 1859047038-170667a
223 躙口 写真 イメージナビ 10320964
223 上平崇仁 写真 上平崇仁
223 千利休 写真 時事通信社 82804354
225 サンゴ礁を利用したテーブル製作の様子 写真 ユニフォトプレス
226 ガンジス川で沐浴するヒンドゥー教の信徒 写真 サイネットフォト SPE2AC904R
228 奥野克巳 写真 奥野克巳
228 『これからの時代を生き抜くための文化人類学入門』

写真
『これからの時代を生き抜くための文化人類学入門』 表紙 奥野克巳 辰巳出版 2022年 自社で撮影

232 『ありがとうもごめんなさいもいらない森の民と暮らして人類学
者が考えたこと』

写真
『ありがとうもごめんなさいもいらない森の民と暮らして
人類学者が考えたこと』

表紙 奥野克巳 新潮社 2023年 自社で撮影

232 『文化人類学入門　増補改訂版』 写真 『文化人類学入門　増補改訂版』 表紙 祖父江孝男 中央公論新社 1990年 自社で撮影
232 『旋回する人類学』 写真 『旋回する人類学』 表紙 松村圭一郎 講談社 2023年 自社で撮影
250 中根千枝 写真 ユニフォトプレス KDO_2020062305997
254 広井良典 写真 広井良典
254 『持続可能な医療』 写真 『持続可能な医療』 表紙 広井良典 筑摩書房 2018年 自社で撮影
256 『創造的福祉社会』 写真 『創造的福祉社会』 表紙 広井良典 筑摩書房 2011年 自社で撮影
256 『ポスト資本主義』 写真 『ポスト資本主義』 表紙 広井良典 岩波書店 2015年 自社で撮影
256 『生命の政治学』 写真 『生命の政治学』 表紙 広井良典 岩波書店 2015年 自社で撮影
259 マーシャル・マクルーハン 写真 ユニフォトプレス ULL_00227147
264 ルイス・マンフォード　 写真 アフロ 155151468
268 ハイデガー 写真 アフロ 30673424
268 若林幹夫 写真 若林幹夫
268 『社会学入門一歩前』 写真 『社会学入門一歩前』 表紙 若林幹夫 河出書房新社 2023年 自社で撮影
270 『マクルーハン理論』 写真 『マクルーハン理論』 表紙 M・マクルーハン、E・カーペンター平凡社 2003年 自社で撮影
270 『〈身〉の構造』 写真 『〈身〉の構造』 表紙 市川浩 講談社 1993年 自社で撮影
270 『ウェブ社会のゆくえ』 写真 『ウェブ社会のゆくえ』 表紙 鈴木謙介 NHK出版 2013年 自社で撮影
279 西谷修 写真 アフロ 267863246
279 『理性の探求』 写真 『理性の探求』 表紙 西谷修 岩波書店 2009年 自社で撮影
281 『私たちはどんな世界を生きているか』 写真 『私たちはどんな世界を生きているか』 表紙 西谷修 講談社 2020年 自社で撮影
281 『自分と未来のつくり方―情報産業社会を生きる』 写真 『自分と未来のつくり方―情報産業社会を生きる』 表紙 石田英敬 岩波書店 2010年 自社で撮影
281 『社会を知るためには』 写真 『社会を知るためには』 表紙 筒井淳也 筑摩書房 2020年 自社で撮影
282 キャロル・ギリガン 写真 アフロ 276592000
283 ロールズ 写真 ゲッティイメージズ 113418096
283 アリストテレス 写真 アフロ 138682421
284 ソクラテス 写真 アフロ 148299615
291 岡野八代 写真 アフロ 267865083
291 『ケアの倫理―フェミニズムの政治思想』 写真 『ケアの倫理―フェミニズムの政治思想』 表紙 岡野八代 岩波書店 2024年 自社で撮影
292 『戦争に抗する』 写真 『戦争に抗する』 表紙 岡野八代 岩波書店 2015年 自社で撮影
292 『フェミニズムってなんですか？』 写真 『フェミニズムってなんですか？』 表紙 清水晶子 文藝春秋 2022年 自社で撮影
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292 『ケアとは何か』 写真 『ケアとは何か』 表紙 村上靖彦 中央公論新社 2021年 自社で撮影
294 ウルリヒ・ベック 写真 アフロ 33101920
294 アンソニー・ギデンズ 写真 ユニフォトプレス 2012_uniP_25.HPAPBY
295 ニクラス・ルーマン 写真 ユニフォトプレス ullstein_high_00576169
302 アダム・スミス 写真 サイネットフォト GRA110008663
302 ヘーゲル 写真 ユニフォトプレス DEA_11254418
303 マックス・ヴェーバー 写真 アフロ 59481332
305 大澤真幸 写真 アフロ 267863249
305 『不可能性の時代』 写真 『不可能性の時代』 表紙 大澤真幸 岩波書店 2008年 自社で撮影
307 『社会学史』 写真 『社会学史』 表紙 大澤真幸 講談社 2019年 自社で撮影
307 『選択の科学』 写真 『選択の科学』 表紙 シーナ・アイエンガー 文藝春秋 2014年 自社で撮影
307 『リスクの正体』 写真 『リスクの正体』 表紙 神里達博 岩波書店 2020年 自社で撮影
309 ポッゲ 写真 ユニフォトプレス ullstein_high_01019764
311 リンクレイター 写真 ユニフォトプレス FAI_AP359
313 イーフー・トゥアン 写真 ユニフォトプレス FAI_AP360
318 河野哲也 写真 河野哲也
318 『境界の現象学』 写真 『境界の現象学』 表紙 河野哲也 筑摩書房 2014年 自社で撮影
320 『道徳を問いなおす』 写真 『道徳を問いなおす』 表紙 河野哲也 筑摩書房 2011年 自社で撮影
320 『コスモポリタニズムの挑戦』 写真 『コスモポリタニズムの挑戦』 表紙 古賀敬太 風行社 2014年 自社で撮影
320 『分断と対話の社会学』 写真 『分断と対話の社会学』 表紙 塩原良和 慶応義塾大学出版会 2017年 自社で撮影
322 レヴィ＝ストロース 写真 アフロ 36353503
330 Ａ・モロワ 写真 サイネットフォト SPE2C5ANEJ
331 エンツェンスベルガー 写真 アフロ 266346468
331 ゲーテ 写真 サイネットフォト UIG110170818
333 中村雄二郎 写真 中村静江
333 『哲学の現在』 写真 『哲学の現在』 表紙 中村雄二郎 岩波書店 1977年 自社で撮影
335 『臨床の知とは何か』 写真 『臨床の知とは何か』 表紙 中村雄二郎 岩波書店 1992年 自社で撮影
335 『文化人類学への招待』 写真 『文化人類学への招待』 表紙 山口昌男 岩波書店 1982年 自社で撮影
335 『現代経済学―ゲーム理論・行動経済学・制度論』 写真 『現代経済学　ゲーム理論・行動経済学・制度論』 表紙 瀧澤弘和 中央公論新社 2018年 自社で撮影
336 末弘厳太郎 写真 朝日新聞社 P120203176844
337 ナポレオン三世 写真 ゲッティイメージズ 122318370
337 ヒットラー 写真 アフロ 14952256
348 アンドレ・シーグフリード 写真 アフロ 155151541
350 丸山真男 写真 ユニフォトプレス KDO_1989101100042
350 『日本の思想』 写真 『日本の思想』 表紙 丸山真男 岩波書店 1961年 自社で撮影
352 『丸山真男セレクション』 写真 『丸山真男セレクション』 表紙 丸山真男（杉田敦編） 平凡社 2010年 自社で撮影
352 『社会学入門』 写真 『社会学入門』 表紙 見田宗介 岩波書店 2006年 自社で撮影
352 『動物化するポストモダン』 写真 『動物化するポストモダン』 表紙 東浩紀 講談社 2001年 自社で撮影
355 『鉄道馬車往復京橋煉瓦造ヨリ竹河岸図』

写真
『鉄道馬車往復京橋煉瓦造ヨリ竹河岸図』 安藤徳兵衛（三代歌川

広重）
あらい亀吉 1882年 国立国会図書館デジタル化資料

355 1900年ごろの銀座通り 写真 ユニフォトプレス KDO_1900010154264
358 月岡芳年 写真 サイネットフォト SPE2B023HF
358 北村透谷 写真 日本近代文学館 P0001313
358 『北村透谷選集』 写真 『北村透谷選集』 表紙 北村透谷 岩波書店 1970年 自社で撮影
360 『山椒大夫・高瀬舟』 写真 『山椒大夫・高瀬舟』 表紙 森鷗外 新潮社 2006年 自社で撮影
360 『北原白秋詩集』 写真 『北原白秋詩集』 表紙 北原白秋 新潮社 1950年 自社で撮影
360 『東京の三十年』 写真 『東京の三十年』 表紙 田山花袋 岩波書店 1981年 自社で撮影
378 夏目漱石 写真 日本近代文学館 P0002499
378 『漱石文明論集』 写真 『漱石文明論集』 表紙 夏目漱石 岩波書店 1986年 自社で撮影
380 『夏目漱石全集10』 写真 『夏目漱石全集10』 表紙 夏目漱石 筑摩書房 1988年 自社で撮影
380 『社会と自分』 写真 『社会と自分』 表紙 夏目漱石 筑摩書房 2014年 自社で撮影
380 『思い出す事など／私の個人主義／硝子戸の中』 写真 『思い出す事など／私の個人主義／硝子戸の中』 表紙 夏目漱石 講談社 2016年 自社で撮影
420 （鏡を見る赤ん坊） 写真 ゲッティイメージズ 1756061068-170667a
421 「聖地巡礼」の様子（江ノ島電鉄鎌倉高校前） 写真 朝日新聞社 P230915000222
422 アーツ・アンド・クラフツの織物 写真 ユニフォトプレス 25.2A7TAAD
423 トマトの色付きを判別するAI 写真 アフロ comp_75530157
424 10m海面上昇時のシミュレーション(東京周辺) 写真 JAXA
425 （NY証券取引所） 写真 アフロ comp_22878280

口絵⑦ ベーコン 写真 ユニフォトプレス uniH_N0600355005
口絵⑦ ロック 写真 アフロ 230649307
口絵⑦ デカルト 写真 アフロ 169972709
口絵⑦ スピノザ 写真 ユニフォトプレス ullstein_high_00803839
口絵⑦ パスカル 写真 ユニフォトプレス uniH_BAL173175
口絵⑦ ルソー 写真 ユニフォトプレス uniH_ULL00674697
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口絵⑦ モンテスキュー 写真 ユニフォトプレス uniH_AIS18864
口絵⑦ カント 写真 アフロ 229829677
見返⑧ ヘーゲル 写真 ユニフォトプレス DEA_11254418
見返⑧ アダム・スミス 写真 サイネットフォト GRA110008663
見返⑧ ベンサム 写真 ユニフォトプレス BAL_CH 824220
見返⑧ ミル 写真 ユニフォトプレス BAL_LLM 655454
見返⑧ マルクス 写真 サイネットフォト IBR121035873
見返⑧ キルケゴール 写真 ユニフォトプレス uniH_AIS63194
見返⑧ ニーチェ 写真 アフロ 236184841
見返⑧ ハイデガー 写真 アフロ 30673424
見返⑧ サルトル 写真 ユニフォトプレス uniH_RDA00132256
見返⑨ ダーウィン 写真 サイネットフォト IBR110571977
見返⑨ フッサール 写真 ユニフォトプレス ullstein_high_00794428
見返⑨ メルロ＝ポンティ 写真 アフロ 23674520
見返⑨ フロイト 写真 アフロ 59447971
見返⑨ ユング 写真 ユニフォトプレス uniH_RDA00011840
見返⑨ ソシュール 写真 アフロ 236184900
見返⑨ ウィトゲンシュタイン 写真 アフロ 230642894
見返⑨ レヴィ＝ストロース 写真 アフロ 36353503
見返⑨ フーコー 写真 ユニフォトプレス uniH_RDA00031415
見返⑩ バルト 写真 アフロ 25106647
見返⑩ デリダ 写真 アフロ 230642426
見返⑩ サイード 写真 アフロ 130584297
見返⑩ ソクラテス 写真 アフロ 148299615
見返⑩ プラトン 写真 サイネットフォト SPEPTH771
見返⑩ アリストテレス 写真 アフロ 138682421
見返⑩ ルター 写真 ユニフォトプレス BAL_BEN 98867
見返⑩ コペルニクス 写真 ユニフォトプレス uniH_AIS271113
見返⑩ ガリレイ 写真 時事通信社 47126151

4　(1) 写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。
 　(2) 著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、
　　　 補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること　(別途契約を締結する場合を除く)。

備考4の内容について確認しました。☑



原典に加除訂正を加えた箇所と加除訂正の理由 

単元名 ページ・行 本 文 原 典 訂正理由 

【第Ⅰ部】 
評論(一) 
豊かさを捉え
直す 

ｐ16～20 
 
ｐ16・1～2 
 
 
ｐ16・7 
 
 
ｐ16・11 
 
 
ｐ17・7 
 
ｐ17・8 
 
ｐ17・14 
 
ｐ18・4 
ｐ18・6 
ｐ19・8 
 
ｐ19・9 
 
 
ｐ23～28 
 
ｐ23・1 
 
ｐ23・7 
 
 
 
 
ｐ23・9 
 
ｐ23・9 
 
ｐ25・9 
 
ｐ25・13 
ｐ25・14 
ｐ26・5 
ｐ26・6 
 
 
ｐ26・12 
ｐ26・15 
 
ｐ27・4 
ｐ27・5 
ｐ28・1 

〈小見出し・一行空きを削除〉 
 
今、さまざまな分野で「利他」の考
え方が注目を集めています。 
「利他」とは何でしょうか。 
利になるだろう」が、 
 
 
わからないけれど、 
 
 
見返りを求める心。 
 
たとえば、「情けは人のためなら
ず」の発想は、 
語っています 
 
動き出した人がいた。 
多かったように思います。 
受け身なことなのかもしれません。 
 
「聞く」とは、相手の行動が 
 
 
〈小見出しを削除〉 
 
『ヘンゼルとグレーテル』の 
 
日本にも、学校菜園をもっと増やし
て子供たちの心と身体を育んでいこ
うと試みている団体がある。 
 
 
目ざしているある高等学校を 
 
市民にお裾分けするという 
 
都会の住宅地では、家に果樹が植わ
っていることは多いのだが、 
そぐわないものなのである。 
現代社会は、 
直結しすぎている。 
主著『貧困と飢饉』の中で、 
 
 
お金がない。 
狩猟採集をやめることはしなかっ
た。 
脳内物質が活性化するのは、 
活性化するのは、 
合理的選択かもしれないのである。 

 
 
〈採録箇所以前の内容を、文章の導入
として補った。〉 
 
利になるだろう」が 
 
 
分からないけど、 
 
 
〈このあと原文削除〉 
 
「情けは人のためならず」の発想は、 
 
〈このあと原文削除〉 
 
〈このあと原文および改行削除〉 
〈このあと原文削除〉 
〈このあと原文削除〉 
 
「聞く」とは、この想定できていなか
った相手の行動が 
 
 
 
「ヘンゼルとグレーテル」の 
 
日本にも「エディブル・スクールヤー
ド・ジャパン」という一般社団法人が
あって、学校菜園をもっと増やして、
子どもたちの心と身体を育んでいこう
と試みている。 
目指している長野市立長野中学・高等
学校を 
市民とお裾分けするという 
 
だが、都会の住宅地では、家に果樹が
植わっていることが多いのだが、 
そぐわないものである。 
〈このあと原文および改行削除〉 
〈このあと原文削除〉 
主著『貧困と飢饉』（岩波現代文庫、
２０１７年）のなかで、 
 
〈このあと原文削除〉 
狩猟採集はやめることをしなかった。 
 
脳内物質の活性化は、 
〈このあと原文削除〉 
〈このあと原文削除〉 

・評論教材としての学習上の配 
慮による。 

・教科書として読みやすく、また、
わかりやすくするため。 

 
・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため。以下、原
典にない読点については同様。 

・教科書としてより適切な表現にす
るため。以下、本教材内のこの修
正については同様。 

・教科書採録箇所以外の部分をさし
た表現であるため。 

・前項の削除に合わせて修正。 
 
・読みやすさに配慮して出典情報を

削除。 
・煩雑さを避けるため。 
・同上。 
・教科書採録箇所以外の部分をさし

た表現であるため。 
・前項の削除に合わせて削除。 
 
 
・評論教材としての学習上の配 

慮による。 
・書名であるため。以下、この修正

については同様。 
・特定団体名の掲載を避けるために

団体名を削除するとともに、文章
を整えた。 

 
 
・煩雑さを避けるため。 
 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・同上。 
 
・同上。 
・煩雑さを避けるため。 
・同上。 
・読みやすさに配慮して出典情報を

削除。以下、本教材内のこの修正
については同様。 

・学習上の配慮による。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・同上。 
・煩雑さを避けるため。 
・同上。 

評論(二) 
他者と向き合
う 

ｐ32・1 
 
ｐ32・1 
 
ｐ32・2 
 
ｐ32・3 
 
ｐ32・4 
ｐ34・8 
ｐ34・10 
ｐ34・16 
ｐ35・5 
 
ｐ35・12 
 
ｐ35・15 
 
 
ｐ36・2 
ｐ36・10 
ｐ36・14 
 
ｐ39～44 
 

「間」というのは、 
 
「間」 
 
他者の
、、、

その他者
、、

として 
 
自分を休ませる 
 
ないだろうか。 
浸透していく 
それで、自己の内へと 
陥っていく。 
すんでいるのである。 
 
「誰か」 
 
必ず他者が必要だ。 
 
 
現実化される。 
ひどく落ち込む。 
ある文章の中で触れているが、 
 
〈小見出しを削除〉 
 

しかし、〈間〉というのは、 
 
〈間〉 
 
他者のその他者として 
 
自分を休める 
 
ないのだろうか。 
浸透してゆく 
で、自己の内へと 
陥ってゆく。 
〈このあと小見出し・一行空きを削
除〉 
「だれ」か 
 
必ず他者が必要だ、 
 
 
〈このあと原文削除〉 
〈このあと原文削除〉 
先の文章のなかでふれていたが、 
 
 
 

・部分採録のため、前項を受ける表
現を削除。 

・一般的な符号に改めた。以下、符
号については同様。 

・読みやすさに配慮して傍点を追
加。 

・教科書としてより適切な表現にす
るため。 

・同上。 
・同上。 
・同上。 
・同上。 
・評論教材としての学習上の配 

慮による。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・ここで文が切れていると思われる

ため。以下、この修正については
同様。 

・採録スペースの関係による。 
・同上。 
・前項の削除に合わせて修正。 
 
・評論教材としての学習上の配慮

による。 



単元名 ページ・行 本 文 原 典 訂正理由 

評論(二) 
他者と向き合
う 

ｐ39・1 
 
 
ｐ39・6 
 
ｐ40・16 
ｐ40・17 
 
ｐ42・13 
 
ｐ42・14 
 
ｐ42・17 
ｐ43・1 
ｐ43・10 
ｐ43・17 
 
ｐ44・10 

できるでしょうか。〈改行なし〉と
ても簡単に 
 
駄目だ 
 
近いと言えるでしょう。 
ある程度 
 
対話という活動は、 
 
社会を形成するという可能性 
 
行為だからです。 
私は、 
つき合ってみてください。 
現すというのは、 
 
しているのです。 

できるでしょうか。〈改行あり〉とて
も簡単に 
 
ダメだ 
 
近いわけでしょう。 
ある程度、 
 
対話は、 
 
社会の形成へという可能性 
 
〈このあと原文削除〉 
この本では、 
〈このあと原文削除〉 
現すという意味は、 
 
しているわけなのです。 

・文章の流れを中断しないため。
以下、文を続けた箇所について
は同様。 

・教科書としてより適切な表現にす
るため。 

・同上。 
・わかりやすくするため。以下、読点

を削除した箇所については同様。 
・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・採録スペースの関係による。 
・部分採録のため。 
・採録スペースの関係による。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・同上。 

読 解 の レ ッ
スン(一) 
論 理 を 見 い
だす 

ｐ48・1 
 
ｐ48・7 
 
ｐ49・18 
ｐ49・18 

少なくとも近代において、芸術作
品の作り手である作者は 
ところで、作品の作り手である筆
者は 
アンリ・フォシヨンも 
フォシヨン 

少なくとも近代において、作者は 
 
ところで、先にも述べたように作品
の作り手である筆者は 
フォションも 
フォション 

・部分採録であるため、採録箇所以
前の内容を補った。 

・部分採録のため、前項を受ける表
現を削除。 

・筆者の意向による。 
・原典の誤りと思われるため。 

評論(三) 
言語文化を解
きほぐす 

ｐ56～65 
 
 
 
 
ｐ70～76 
 
ｐ70・2 
 
ｐ71・7 
ｐ71・9 
ｐ71・15 
 
ｐ72・13 
 
ｐ72・16～17 
 
ｐ73・5 
ｐ75・15 

〈原文の削除・修正〉 
 
 
 
 
〈小見出しを削除〉 
 
荷物を運び、家畜の面倒を見てくれ
るなど、 
現代においても同様である。 
登場しているのも、すべて自然の 
時代とともに不安定に動揺する人間
と動物との境界線のうちに、 
数多くある。〈改行〉しかし、賢治
には 
民話「鶴女房」では、……ことであ
る。 
義務的・儀礼的 
生命観 

〈大幅訂正のため略〉 
 
 
 
 
 
 
荷物を運んだり、家畜の面倒を見てく
れたり、 
現代においてもそうである。 
登場しているのもすべて、自然の 
人間と動物との時代とともに不安定に
動揺する境界線のうちに、 
数多くある。しかし、賢治には 
 
〈原文の一部削除に伴って、文章を整
えた〉 
義務的儀礼的 
生命感 

・筆者の監修のもと、分量の調整を
するとともに、全般にわたって、
教科書として適切な表記・表現と
なるように修正を加えた。 

 
・評論教材としての学習上の配 

慮による。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・わかりやすくするため。 
・同上。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・わかりやすくするため。以下、原

典にない改行については同様。 
・採録スペースの関係による。 
 
・読みやすさに配慮して中点を追

加。 
・原典の誤りと思われるため。 

評論(四) 
芸術を読み直
す 
 

ｐ87・上1 
 
ｐ87・上1 
 
 
ｐ87・上12 
 
ｐ87・下5 
ｐ87・下12 
 
ｐ88・上1 
ｐ88・上13 
 
 
ｐ96・11 
 
 
ｐ96・14 
ｐ98・10 
 
ｐ99・13 
ｐ100・7 

美しさの謎ではモナ・リザの 
 
モナ・リザの 
 
 
最大の特徴である。 
 
両手のない婦人像を。 
両手をつけたミロのビーナスも 
 
両手がつくと 
感じられてきたのである。 
 
 
見たことがあるぞ。」 
 
 
言えるでしょうか。 
ということです。 
 
自分と他人とを分け隔て、 
それは柳に従えば、 

美しさの謎では先述の「モナ・リザ」
の 
「モナ・リザ」の 
 
 
最大特徴である。 
 
〈このあと原文削除〉 
両手を付けた五体満足のミロのビ
ーナスも 
五体満足になると 
感じられてきたのだった。 
 
 
見たことがあるぞ」 
 
 
〈このあと原文削除〉 
〈このあと原文削除〉 
 
自分を他人とを分け隔て、 
柳にしたがえば、 

・教科書採録箇所以外の部分をさし
た表現であるため。 

・作品の正式名称ではないため。以
下、本教材内のこの修正について
は同様。 

・教科書として読みやすく、また、
わかりやすくするため。 

・採録スペースの関係による。 
・教育的配慮による。 
 
・同上。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
 
・教科書としてより適切な表記に改

めた。以下、この修正については
同様。 

・煩雑さを避けるため。 
・教科書採録箇所以外の部分をさし

た表現であるため。 
・原典の誤りと思われるため。 
・わかりやすくするため。 

読 解 の レ ッ
スン(二) 
文 章 を 読 み
比べる 

ｐ108・6 
 
 
ｐ108・8 
 
 
ｐ110～113 
 
ｐ110・2 
 
 
ｐ110・15 
 

少なくともこの種の科学者は 
 
 
無視しないものでなければなら
ない。 
 
〈小見出しを削除〉 
 
多いかもしれないけれど、 
 
 
向上するだろう。 
 

少なくもこの種の科学者は 
 
 
〈このあと原文削除〉 
 
 
 
 
多いかもしれないけど、 
 
 
〈このあと原文削除〉 
 

・教科書としてより適切な表現にす
るため。以下、本教材内のこの修
正については同様。 

・教育的配慮による。 
 
 
・評論教材としての学習上の配慮に

よる。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。以下、本教材内のこの修
正については同様。 

・煩雑さを避けるため。 
 



単元名 ページ・行 本 文 原 典 訂正理由 

読 解 の レ ッ
スン(二) 
文 章 を 読 み
比べる 

ｐ111・2 
 
ｐ111・3 
ｐ111・4 
 
ｐ111・8 
ｐ111・15 
 
ｐ111・16 
 
ｐ111・16 
ｐ112・15 
 
ｐ112・16 
ｐ112・17 
ｐ112・18 
ｐ113・3 

結論づけるとしても、 
 
投げかけ続けているとも言える。 
教科書に載っていたような 
 
古典的なアートのお話で、 
人を動かすことがある。 
 
「越後妻有アートトリエンナー
レ」 
という芸術祭 
絶望感をいやというほど 
 
科学者も、 
関わっていたいと思うから。 
できるだけのことをしたい。 
持てればいいと、 

結論するとしても、 
 
〈このあと原文削除〉 
教科書に載ってたような 
 
〈このあと原文削除〉 
〈このあと原文削除〉 
 
今年は「越後妻有アートトリエンナ
ーレ」 
〈このあと原文削除〉 
絶望感をいやほど 
 
大学や研究者も、 
〈このあと原文削除〉 
〈このあと原文削除〉 
持てればいいなって、 

・教科書としてより適切な表現にす
るため。 

・煩雑さを避けるため。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・煩雑さを避けるため。 
・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 
・文章が書かれた当時とは状況が異

なるため。 
・煩雑さを避けるため。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・筆者の意向による。 
・採録スペースの関係による。 
・煩雑さを避けるため。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
評論(五) 
変 化 に 対 応
する 

ｐ116～122 
 
ｐ116・9 
ｐ117・3 
ｐ117・5 
 
ｐ117・6 
ｐ117・9 
 
ｐ117・11 
 
ｐ118・10 
 
 
ｐ119・6 
 
ｐ119・7 
ｐ119・7 
 
 
ｐ119・12 
 
ｐ119・14 
ｐ119・15 
 
ｐ121・8 
ｐ122・13 
 
 
 
ｐ125～132 

〈小見出しを削除〉 
 
呼びかけなのだとも思う。 
ある大手コンビニチェーンが 
批判が出た。 
 
というテレビ番組も、 
派生番組が始まり、 
 
ジェンダーバイアスをめぐる問
題 
「『母語』というのは 
 
 
どこまで 
 
全部 
だが、私たちの生活に 
 
 
概念が特定のイメージ 
 
地母神がしばしば 
以つて天下の母と為すべし 
 
増えていくだろう。 
唱えること。〈改行〉「母」は 
 
 
 
〈原文の削除・修正〉 
 

 
 
〈このあと原文削除〉 
コンビニ大手のファミリーマートが 
〈このあと原文削除〉 
 
というＮＨＫのテレビ番組も、 
派生番組が同局で始まり、 
 
ジェンダーバイアス（社会的な性役割
についての固定観念）をめぐる問題 
「「母語」というのは 
 
 
〈傍点削除〉 
 
〈傍点削除〉 
だが、前章で外来語について強調した
のと同様に（一八〇頁）、私たちの生
活に 
〈このあと原文削除〉 
 
地母神（大地の母なる神）がしばしば 
可以爲天下母 
 
〈このあと原文削除〉 
唱えること。――「母」は 
 
 
 
〈大幅訂正のため略〉 
 

・評論教材としての学習上の配慮に
よる。 

・煩雑さを避けるため。 
・特定企業名の掲載を避けるため。 
・文章が書かれた当時とは状況が異

なるため。 
・特定企業名の掲載を避けるため。 
・前項の訂正で削除した内容を受

ける表現を削除。 
・読みやすさに配慮して括弧内の

語を脚注に回した。 
・教科書としてより適切な表記に

改めた。以下、この修正につい
ては同様。 

・評論教材としての学習上の配慮
による。 

・同上。 
・教科書採録箇所以外の部分をさし

た表現であるため。 
 
・評論教材としての学習上の配慮

による。 
・煩雑さを避けるため。 
・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため。 
・特に必要とは思われないため。 
・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため、ダッシ
ュを削除し、改行した。 

 
・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、
教科書として適切な表記・表現と
なるように修正を加えた。 

評論(六) 
多様性を見つ
める 

ｐ136～141 
 
 
ｐ144～150 
 
ｐ145・9 
ｐ146・3 
 
ｐ146・6 
 
 
ｐ147・1 
 
ｐ147・17 
 
ｐ148・7 
 
ｐ149・10 
 
ｐ149・13 
ｐ149・13 
 
 
ｐ149・17 

〈小見出しを削除〉 
 
 
〈小見出しを削除〉 
 
疲れていきます。 
すると反応閾値の差が 
 
働かせるべきなのか。 
 
 
わかったのです。 
 
働かないアリとは、 
 
以上、見てきたように、 
 
能力を出せと、 
 
「役に立つ研究を。」 
高くなっています。 
 
 
たとえば狂牛病（＝ＢＳＥ）の病
原体は、 

 
 
 
 
 
〈このあと原文削除〉 
するとそこでも反応閾値の差が 
 
働かせるべきなのか？ 
 
 
〈このあと原文削除〉 
 
〈このあと原文削除〉 
 
見てきたように、 
 
能力を出せ！と 
 
「役に立つ研究を！」 
高くなっていますし、私の研究など真
っ先に事業仕分けされてしまいそうで
す。 
たとえば十数年前に大騒動を引き起こ
した狂牛病（＝ＢＳＥ）。この病原体は、 

・評論教材としての学習上の配慮に
よる。 

 
・評論教材としての学習上の配慮

による。 
・採録分量の関係による。 
・部分採録のため、前項を受ける表

現を削除。 
・教科書としてより適切な表記に改

めた。以下、この修正については
同様。 

・部分採録のため、前項を受ける表
現を削除。 

・部分採録のため、後項を受ける表
現を削除。 

・評論教材としての学習上の配慮
による。 

・教科書としてより適切な表現にす
るため。 

・同上。 
・文章が書かれた当時とは状況が異

なるため。 
 
・発表時と現在とで年数が合わな

くなっているため。 



単元名 ページ・行 本 文 原 典 訂正理由 

評論(七) 
未来を構想す
る 

ｐ154～161 
 
ｐ156・4 
 
 
 
ｐ156・9 
ｐ156・13 
 
ｐ156・15 
 
 
ｐ164～170 
 
ｐ164・1 
 
ｐ168・15 

〈小見出しを削除〉 
 
その名のとおり、商業施設や大型イ
ベント会場などへの入場の際に、ゲ
ート前で立ち止まる必要がないシス
テムである。 
準備するために、 
あふれている 
 
固定的な情報ではなく、 
 
 
〈小見出しを削除〉 
 
論じられる。 
 
知られるようになった。 

 
 
その名の通り、ゲートの前で立ち止ま
る必要がないため、二〇二〇年の東京
オリンピック・パラリンピック競技大
会の会場で、利用が予定されている。 
準備するめに、 
〈このあと原文削除〉 
 
固定的な情報（現代ではこれらの情報
も固定的とは言い難いが）ではなく、 
 
 
 
よく論じられることは、この点と関係
がある。 
〈このあと原文削除〉 
 

・評論教材としての学習上の配慮に
よる。 

・文章が書かれた当時とは状況が異
なるため。 

 
 
・原典の誤りと思われるため。 
・読みやすさに配慮して出典情報を

削除。 
・煩雑さを避けるため。 
 
 
・評論教材としての学習上の配慮

による。 
・部分採録のため、前項を受ける表

現を削除。 
・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 
【第Ⅱ部】 
評論(一) 
世界を捉え返
す 

ｐ186～194 
 
 
 
 
ｐ197～206 
 
ｐ202・14 

〈原文の削除・修正〉 
 
 
 
 
〈小見出しを削除〉 
 
教えることになるだろう。 

〈大幅訂正のため略〉 
 
 
 
 
 
 
〈このあと原文削除〉 

・筆者の監修のもと、分量の調整を
するとともに、全般にわたって、
教科書として適切な表記・表現と
なるように修正を加えた。 

 
・評論教材としての学習上の配慮

による。 
・教育的配慮による。 

評論(二) 
人間中心主義
を問う 

ｐ210～216 
 
ｐ212・15 
 
 
ｐ213・7 
 
 
ｐ219～228 
 
 
 
 
ｐ230・下6 
ｐ231・上1 

〈小見出しを削除〉 
 
『コウモリであるとはどのようなこ
とか』 
 
死ぬのである。 
 
 
〈原文の削除・修正〉 
 
 
 
 
「デザイン」されていく。 
実は東洋の伝統的な 

 
 
『コウモリであるとはどのようなこと
か』（一九七九） 
 
〈このあと原文削除〉 
 
 
〈大幅訂正のため略〉 
 
 
 
 
〈このあと原文削除〉 
実東洋の伝統的な 

・評論教材としての学習上の配慮に
よる。 

・読みやすさに配慮して括弧内の語
を脚注に回した。本教材内のこの
修正については同様。 

・教科書採録箇所以外の部分をさし
た表現であるため。 

 
・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、
教科書として適切な表記・表現と
なるように修正を加えた。 

 
・採録スペースの関係による。 
・原典の誤りと思われるため。 

読解のレッス
ン(三) 

推論を習得す
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｐ238～239 
 
ｐ238・3 
ｐ238・4～6 
 
ｐ238・13 
ｐ239・9～13 
 
ｐ239・17 
 
 
ｐ240～245 
 
ｐ240・1 
ｐ240・4 
 
ｐ240・7 
 
ｐ240・8 
ｐ241・2 
 
ｐ241・4 
 
ｐ241・8 
ｐ241・14 
ｐ241・15 
 
ｐ241・16 
 
ｐ241・18 
 
ｐ242・7 
 
ｐ243・2 
ｐ243・11 
 

〈小見出しを削除〉 
 
導くわけです。 
個別ケースを……思います。 
 
たどり着くこともあります。 
私は今まで……算段です。 
 
「外は雨が降っているにちがいな
い」 
 
〈小見出しを削除〉 
 
〈改行〉定義しようとすると、 
ひとつ皆さんに 
 
トートロジーと呼ばれる、 
 
ことになります。 
パーシヴァル・ローウェル 
 
あのローウェル先生が 
 
発見して「Ｎ線」と命名した 
ないのです。 
このＮ線事件を紹介した 
 
あると言います。 
 
二つです。〈図と原文中の図番号を
削除〉 
ただ、ポストホックな理由付けは、 
 
トマス・クーンによって 
登場するのです。 
 

 
 
〈このあと原文削除〉 
〈原文の一部削除に伴って、文章を整
えた〉 
〈このあと原文削除〉 
〈原文の一部削除に伴って、文章を整
えた〉 
「外で雨が降っているに違いない」 
 
 
 
 
〈改行なし〉定義しようとすると、 
ひとつ読者の皆さんに 
 
先ほどのトートロジーと呼ばれる、 
 
ことに気がつくはずです。 
ローウェル 
 
あのローウェル教授が 
 
発見、「Ｎ線」と命名した 
〈このあと原文削除〉 
このＮ線事件を一九九九年の著作で紹
介した 
〈このあと原文削除〉 
 
二つです（図１－１）。 
 
ただ前にも述べたように、ポストホッ
クな理由付けは、 
トマス・クーン（一九六二）によって 
〈このあと原文削除〉 
 

・評論教材としての学習上の配慮
による。 

・採録スペースの関係による。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・採録スペースの関係による。 
・同上。 
 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
 
・評論教材としての学習上の配慮に

よる。 
・部分採録のため。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・部分採録のため、前項を受ける表

現を削除。 
・前項の削除に合わせて修正。 
・他の人物の名前の表記のしかたに

合わせて修正。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・同上。 
・教育的配慮による。 
・煩雑さを避けるため。 
 
・部分採録のため、後項を受ける表

現を削除。 
・採録スペースの関係による。 
 
・部分採録のため、前項を受ける表

現を削除。 
・煩雑さを避けるため。 
・図の削除に伴い、図を受ける表現

を削除。以下、本教材内のこの修



単元名 ページ・行 本 文 原 典 訂正理由 

読解のレッス
ン(三) 

推論を習得す
る 

 
ｐ243・12 
 
ｐ243・13 
 
 
ｐ244・4 
 
ｐ244・6 
 
ｐ244・7 
ｐ245・7 
 

 
それでは説明できない 
 
彼の有名な万有引力を含む力学理論
は、 
 
プロセスを、 
 
必要があります。 
 
実はそうではなかったのです。 
カール・ポパーは、 
 

 
それで説明できない 
 
彼の有名な万有引力を含む力学理論
（『プリンキピア』）は、 
 
プロセスは、 
 
〈このあと原文削除〉 
 
〈このあと原文削除〉 
カール・ポパー（一九〇二～一九九四）
は、 

正については同様。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・読みやすさに配慮して出典情報を

削除。以下、本教材内のこの修正
については同様。 

・教科書としてより適切な表現にす
るため。 

・部分採録のため、後項を受ける表
現を削除。 

・煩雑さを避けるため。 
・同上。 
 

評論(三) 
現代社会を読
み解く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｐ248～254 
 
ｐ248・7 
 
 
ｐ249・13 
ｐ250・15 
 
ｐ251・1 
 
 
ｐ251・13 
ｐ252・2 
ｐ252・16 
 
ｐ253・14 
 
ｐ254・5 
 
ｐ254・6 
 
 
ｐ258・6 
 
 
 
ｐ258・10 
 
ｐ258・13 
 
ｐ258・15 
ｐ260・12 
 
ｐ261・4 
ｐ261・5 
 
 
ｐ261・9 
 
ｐ261・11 
 
ｐ261・12 
ｐ262・13 
 
ｐ262・15 
ｐ262・15～16 
 
ｐ263・5 
ｐ263・8 
ｐ263・14 
ｐ264・3～4 
 
ｐ264・6～8 
 
ｐ264・10 
ｐ264・10 
 
 
ｐ264・13 
ｐ265・9 
ｐ266・7 
ｐ266・7 
 
ｐ266・15 

〈小見出しを削除〉 
 
卒業論文 
 
 
（下図） 
社会人類学者 
 
思い出される。 
 
 
重要となる。 
二〇一四年に 
それは、 
 
希望をこめて次のように考えれば、 
 
ここまでの議論 
 
子供と高齢者の人口が指標となる
「地域密着人口」の増加 
 
単に「代行」している 
 
 
 
聞いたり見たりすることが、 
 
見ることのできるリアリティを持つ
場所 
ＣＤやＤＶＤなどの形 
メディアを「第二の身体」としなが
ら生きているのだ。 
利用したりする。 
「道具」 
 
 
「知覚技術」という技術である。 
 
捉えることもできる。 
 
掘ることが 
だけではない。 
 
それらを仲立ちとして、 
道具や機械は、……呼び得るものな
のだ 
なかっただろう。 
人が共同の 
情報メディアという道具 
農地の拡張……可能になる。 
 
そこには文字も……意味する。 
 
神話や歴史 
法制などもまた、この巨大機械を支
えるメディアとして機能していたの
である。 
現代の社会は、 
希少化と偏在化 
そもそも、 
使うことが、 
 
可能になったりするなど、 

 
 
卒論 
 
 
（図4-3） 
文化人類学者 
 
思い出される（中根［一九六七］）。 
 
 
〈このあと原文削除〉 
数年前に 
それは次節で述べるように 
 
希望をこめて記せば、次のように考え
れば 
先の議論 
 
「地域密着人口」の再びの増加 
 
 
単に代行している 
 
 
 
聞いたり見たりすることが他者による
編集を介して、 
見ることのできるようなリアリティを
もつ場所 
ＣＤやＤＶＤのような形 
メディアを第二（第三、第四……）の
身体として生きているのだ。 
〈このあと原文削除〉 
「道具（tool）」 
 
 
〈このあと原文削除〉 
 
捉えることができる。 
 
掘ったり切ったり 
〈このあと原文削除〉 
 
〈このあと原文削除〉 
〈原文の一部削除に伴って、文章を整
えた〉 
〈このあと原文および改行削除〉 
人が使用し、共同の 
〈このあと原文削除〉 
〈原文の一部削除に伴って、文章を整
えた〉 
〈原文の一部削除に伴って、文章を整
えた〉 
〈このあと原文削除〉 
法制もまた、この巨大機械を支えるプ
ログラムとして存在し、機能していた
のである。 
〈このあと原文削除〉 
〈このあと原文削除〉 
〈このあと原文削除〉 
使うことは、 
 
可能になったり、 

・評論教材としての学習上の配慮に
よる。 

・教科書としてより適切な表現にす
るため。以下、本教材内のこの修
正については同様。 

・部分採録のため。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・読みやすさに配慮して参考文献に

関する記述を削除。以下、本教材
内のこの修正については同様。 

・採録スペースの関係による。 
・出典を削除したことに伴い修正。 
・教科書採録箇所以外の部分をさし

た表現であるため。 
・教科書としてより適切な表現に

するため。 
・部分採録のため、前項を受ける表

現を削除。 
・わかりやすくするため。 
 
 
・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため符号を追
加。以下、原典にない符号につい
ては同様。 

・煩雑さを避けるため。 
 
・教科書としてより適切な表現に

するため。 
・同上。 
・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため。 
・煩雑さを避けるため。 
・読みやすさに配慮して外国語表記

を削除。以下、本教材内のこの修
正については同様。 

・部分採録のため、前項を受ける表
現を削除。 

・教科書としてより適切な表現にす
るため。 

・同上。 
・部分採録のため、前項を受ける表

現を削除。 
・煩雑さを避けるため。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・採録スペースの関係による。 
・煩雑さを避けるため。 
・同上。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・同上。 
 
・採録スペースの関係による。 
・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため。 
 
・採録スペースの関係による。 
・煩雑さを避けるため。 
・同上。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・同上。 



単元名 ページ・行 本 文 原 典 訂正理由 

評論(三) 
現代社会を読
み解く 

ｐ267・2 
ｐ268・3 

独占したりするようになった。 
誘惑したりするということである。 

独占するようになったりする。 
〈このあと原文削除〉 
 

・同上。 
・採録スペースの関係による。 
 

評論(四) 
倫理を問い直
す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｐ272～279 
 
ｐ273・1 
 
ｐ275・8 
 
ｐ277・6 
 
ｐ277・7 
ｐ278・5 
ｐ278・7 
 
 
ｐ282～290 

〈小見出しを削除〉 
 
明らかになるだろう。 
 
ひもといてみる。 
 
消えていく 
 
死んでいく 
他者との関係 
成り立たせているのである。 
 
 
〈原文の削除・修正〉 
 

 
 
〈このあと原文削除〉 
 
〈このあと原文削除〉 
 
消えてゆく 
 
死んでゆく 
〈このあと原文削除〉 
〈このあと原文削除〉 
 
 
〈大幅訂正のため略〉 
 

・評論教材としての学習上の配慮に
よる。 

・文章が書かれた当時とは状況が異
なるため。 

・読みやすさに配慮して参考文献に
関する記述を削除。 

・教科書としてより適切な表記に改
めた。 

・同上。 
・煩雑さを避けるため。 
・部分採録のため、前項を受ける表

現を削除。 
 
・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、
教科書として適切な表記・表現と
なるように修正を加えた。 

評論(五) 
未知に向き合
う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｐ294～305 
 
ｐ294・7 
ｐ295・10 
 
ｐ299・4 
ｐ299・7 
 
ｐ302・1 
ｐ302・10 
 
ｐ308～318 
 
ｐ310・15 
 
ｐ310・17 
ｐ315・1 

〈小見出しを削除〉 
 
対応している。 
ギデンズが 
 
意思決定 
正義や真理に 
 
再帰性の水準の 
ではないか。 
 
〈小見出しを削除〉 
 
どこかの場所での変化が 
 
他者に対して道徳的に 
習慣的行動を取っても、 

 
 
〈このあと原文削除〉 
アンソニー・ギデンズが 
 
意志決定 
正義や真理を 
 
再帰性の水準が 
〈このあと原文削除〉 
 
 
 
どこかの場所で変化が 
 
他者に対する道徳的な 
習慣的な行動を行っても、 

・評論教材としての学習上の配慮に
よる。 

・煩雑さを避けるため。 
・他の人物の名前の表記のしかたに

合わせて修正。 
・原典の誤りと思われるため。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・同上。 
・煩雑さを避けるため。 
 
・評論教材としての学習上の配慮に

よる。 
・教科書としてより適切な表現にす

るため。 
・同上。 
・同上。 

評論(六) 
社会の仕組み
を考える 

ｐ322・10 
ｐ322・11 
 
ｐ324・1 
ｐ325・9 
ｐ325・10 
 
ｐ326・16 
ｐ328・4 
ｐ328・14 
ｐ330・12 
ｐ331・2 
ｐ331・3 
 
 
ｐ331・10 
 
ｐ332・9 
 
ｐ332・14 
 
ｐ336～350 

捕まったときである。 
そのようなとき、 
 
内面化されているのである。 
多くなるだろう。 
間接化する中で 
 
在る
、、

ものなのである。 
必要なのだ。 
生じてくるのである。 
考えられたことさえあった。 
と考えられている。 
Ａ・モロワも 
 
 
ドイツの詩人エンツェンスベルガー
は 
レヴィ=ストロースの言う合目的的
な無意識のはたらき 
はたらきがあるのである。 
 
〈原文の削除・修正〉 
 

〈このあと原文削除〉 

そのようなことにでもなれば、 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

間接化するのである。このようななか
で 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

Ａ・モロワ（『恋愛の七つの顔』）も 

 

 

或るドイツの詩人（エンツェンスベル
ガー）は 
合目的的な無意識（レヴィ=ストロー
ス）の働き 
〈このあと原文削除〉 

 

〈大幅訂正のため略〉 

・採録スペースの関係による。 

・前項の削除に伴って指示する内容
が変わるため。 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

・部分採録のため、前項を受ける表
現を削除。 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

・同上。 

・同上。 

・同上。 

・読みやすさに配慮して出典情報を
削除。以下、本教材内のこの修正
については同様。 

・匿名的な表現は必要ないと思われ
るため。 

・誤読を避けるとともに、出典の表
示のしかたを統一するため。 

・採録スペースの関係による。 

 

・採録スペースの関係で分量の調整
をするとともに、全般にわたって、
教科書として適切な表記・表現と
なるように修正。 

評論(七) 
文明を批評す
る 

ｐ361～378 〈原文の削除・修正〉 
 

〈大幅訂正のため略〉 ・採録スペースの関係で分量の調整
をするとともに、全般にわたって、
教科書として適切な表記・表現と
なるように修正を加えた。 

実用文(二) 
規則の意味を
解釈する 

ｐ382～383 〈原文の削除・修正〉 
 

〈大幅訂正のため略〉 ・筆者の監修のもと、分量の調整を
するとともに、全般にわたって、
教科書として適切な表記・表現と
なるように修正を加えた。 

小論文を書く ｐ404・4 
 
ｐ405・1 
ｐ405・8 
ｐ405・14 

ペルソナに苦しむ人がいる。 
 
あるという。 
ユング心理学者河合隼雄の 
（河合隼雄『ユング心理学入門』 一
九六七） 

ペルソナに苦しむ人もいる。 
 
〈このあと原文削除〉 
河合隼雄の 
（河合隼雄『ユング心理学入門』培風
館） 

・教科書として読みやすく、また、
わかりやすくするため。 

・採録スペースの関係による。 
・煩雑さを避けるため。 
・出典の表示のしかたを統一するた

め。 

 



番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

1 3 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

3 URL 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

表4 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

2 16 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『「利他」とは何か』語句の言い換え 別紙2添付

自社ページＵＲＬ 『「利他」とは何か』語句の意味 別紙3添付

3 23 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『エディブル・プラネット』語句の言い換え 別紙4添付

自社ページＵＲＬ 『エディブル・プラネット』語句の意味 別紙5添付

4 32 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『自他の「間あい」』語句の言い換え 別紙6添付

自社ページＵＲＬ 『自他の「間あい」』語句の意味 別紙7添付

5 39 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『対話の意味』語句の言い換え 別紙8添付

自社ページＵＲＬ 『対話の意味』語句の意味 別紙9添付

6 48 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『制作の自由と制約』語句の言い換え 別紙10添付

自社ページＵＲＬ 『制作の自由と制約』語句の意味 別紙11添付

7 52 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『共感と道徳的行為』語句の言い換え 別紙12添付

自社ページＵＲＬ 『共感と道徳的行為』語句の意味 別紙13添付

8 56 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『オノマトペとは何か』語句の言い換え 別紙14添付

自社ページＵＲＬ 『オノマトペとは何か』語句の意味 別紙15添付

9 70 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『越境する動物がもたらす贈り物』語句の言い換え 別紙16添付

自社ページＵＲＬ 『越境する動物がもたらす贈り物』語句の意味 別紙17添付

10 77 二次元コード 岩手県 http://www.bunka.pref.iwate.jp/info 参考リンク１：魚の女房

佐賀市 https://saga-otakara.jp/sitemap/ 参考リンク２：蛇女房（異類婚姻）

11 80 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『手の変幻』語句の言い換え 別紙18添付

自社ページＵＲＬ 『手の変幻』語句の意味 別紙19添付

12 86 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「欠落」や「無」が重要な役割を果たしている芸術作品の例 別紙20添付

国立文化財機構

https://emuseum.nich.go.jp/detail?content_base_id=10
0151&content_part_id=001&content_pict_id=003&langI
d=ja&webView=

参考リンク１：松林図屏風

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

https://saga-otakara.jp/sitemap/
https://emuseum.nich.go.jp/detail?content_base_id=100151&content_part_id=001&content_pict_id=003&langId=ja&webView=
https://emuseum.nich.go.jp/detail?content_base_id=100151&content_part_id=001&content_pict_id=003&langId=ja&webView=
https://emuseum.nich.go.jp/detail?content_base_id=100151&content_part_id=001&content_pict_id=003&langId=ja&webView=


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

ルーブル美術館
https://www.louvre.fr/en/explore/the-palace/a-
stairway-to-victory

参考リンク２：サモトラケのニケ

13 90 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id
=D0005180393_00000

参考動画：情報の集め方

14 94 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『反アート入門』語句の言い換え 別紙21添付

自社ページＵＲＬ 『反アート入門』語句の意味 別紙22添付

15 104 二次元コード 日本民藝館 https://mingeikan.or.jp/ 参考リンク：日本民藝館

16 106 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『科学者と芸術家』語句の言い換え 別紙23添付

自社ページＵＲＬ 『科学者と芸術家』語句の意味 別紙24添付

17 110 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『自然と科学と、芸術のお話』語句の言い換え 別紙25添付

自社ページＵＲＬ 『自然と科学と、芸術のお話』語句の意味 別紙26添付

18 116 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『「お母さん」の用法』語句の言い換え 別紙27添付

自社ページＵＲＬ 『「お母さん」の用法』語句の意味 別紙28添付

19 125 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『技術とどうつき合うか』語句の言い換え 別紙29添付

自社ページＵＲＬ 『技術とどうつき合うか』語句の意味 別紙30添付

20 133 二次元コード 厚生労働省
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/000
0209634.html

参考リンク１：厚生労働省　介護ロボットの開発・普及の促進

経済産業省
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono
/robot/index.html

参考リンク２：経済産業省　政策一覧ーロボット

内閣府
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_team/6kai/shiryouko
you.pdf

参考リンク３：内閣府　新たなテクノロジーが雇用に与える影響について

21 136 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『なぜ多様性が必要か』語句の言い換え 別紙31添付

自社ページＵＲＬ 『なぜ多様性が必要か』語句の意味 別紙32添付

22 144 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『働かないアリに意義がある』語句の言い換え 別紙33添付

自社ページＵＲＬ 『働かないアリに意義がある』語句の意味 別紙34添付

23 154 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『生体認証技術の発展と未来』語句の言い換え 別紙35添付

自社ページＵＲＬ 『生体認証技術の発展と未来』語句の意味 別紙36添付

24 164 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『AI時代の社会と法』語句の言い換え 別紙37添付

自社ページＵＲＬ 『AI時代の社会と法』語句の意味 別紙38添付

177 二次元コード 総務省統計局 https://www.stat.go.jp/naruhodo/index.html 参考リンク：なるほど 統計学園

26 186 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『まなざしのデザイン』語句の言い換え 別紙39添付

自社ページＵＲＬ 『まなざしのデザイン』語句の意味 別紙40添付

https://www.louvre.fr/en/explore/the-palace/a-stairway-to-victory
https://www.louvre.fr/en/explore/the-palace/a-stairway-to-victory
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180393_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180393_00000
https://mingeikan.or.jp/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000209634.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000209634.html
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/robot/index.html
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/robot/index.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_team/6kai/shiryoukoyou.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_team/6kai/shiryoukoyou.pdf
https://www.stat.go.jp/naruhodo/index.html


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

27 197 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『言語が見せる世界』語句の言い換え 別紙41添付

自社ページＵＲＬ 『言語が見せる世界』語句の意味 別紙42添付

28 210 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『人間という中心と、それよりも〈軽い命〉』語句の言い換え 別紙43添付

自社ページＵＲＬ 『人間という中心と、それよりも〈軽い命〉』語句の意味 別紙44添付

29 219 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『マルチスピーシーズの示す未来』語句の言い換え 別紙45添付

自社ページＵＲＬ 『マルチスピーシーズの示す未来』語句の意味 別紙46添付

30 223 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0004990
010_00000

参考動画：裏千家 露地（躙口）

31 248 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『コミュニティ空間としての都市』語句の言い換え 別紙47添付

自社ページＵＲＬ 『コミュニティ空間としての都市』語句の意味 別紙48添付

32 255 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/chiiki/movie/?das_id=D001501
0702_00000

参考動画１：人のつながりが生まれる都会の居場所

NHK
https://www2.nhk.or.jp/chiiki/movie/?das_id=D001501
0792_00000

参考動画２：高齢者が生き生きと支えあう地域

33 256 二次元コード NHK https://www.nhk.or.jp/chiiki-blog/900/245345.html 参考リンク："定常型社会"の時代へ

34 257 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『「第二の身体」としてのメディアと技術』語句の言い換え 別紙49添付

自社ページＵＲＬ 『「第二の身体」としてのメディアと技術』語句の意味 別紙50添付

35 272 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『いのちのかたち』語句の言い換え 別紙51添付

自社ページＵＲＬ 『いのちのかたち』語句の意味 別紙52添付

36 282 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『ケアの倫理』語句の言い換え 別紙53添付

自社ページＵＲＬ 『ケアの倫理』語句の意味 別紙54添付

37 294 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『リスク社会とは何か』語句の言い換え 別紙55添付

自社ページＵＲＬ 『リスク社会とは何か』語句の意味 別紙56添付

38 308 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『コスモポリタニズムの可能性』語句の言い換え 別紙57添付

自社ページＵＲＬ 『コスモポリタニズムの可能性』語句の意味 別紙58添付

39 322 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『目に見える制度と見えない制度』語句の言い換え 別紙59添付

自社ページＵＲＬ 『目に見える制度と見えない制度』語句の意味 別紙60添付

40 336 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『「である」ことと「する」こと』語句の言い換え 別紙61添付

自社ページＵＲＬ 『「である」ことと「する」こと』語句の意味 別紙62添付

41 352 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0001820
025_00000

参考動画：知の巨人たち　民主主義を求めて～政治学者　丸山眞男～

https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0004990010_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0004990010_00000
https://www2.nhk.or.jp/chiiki/movie/?das_id=D0015010702_00000
https://www2.nhk.or.jp/chiiki/movie/?das_id=D0015010702_00000
https://www2.nhk.or.jp/chiiki/movie/?das_id=D0015010792_00000
https://www2.nhk.or.jp/chiiki/movie/?das_id=D0015010792_00000
https://www.nhk.or.jp/chiiki-blog/900/245345.html
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0001820025_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0001820025_00000


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

42 354 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『漫罵』語句の言い換え 別紙63添付

自社ページＵＲＬ 『漫罵』語句の意味 別紙64添付

NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id
=D0005120314_00000

参考動画：10min.ボックス 日本史　文明開化

43 360 二次元コード 自社ページＵＲＬ 北原白秋『銀座の雨』 別紙65添付

44 361 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『現代日本の開化』語句の言い換え 別紙66添付

自社ページＵＲＬ 『現代日本の開化』語句の意味 別紙67添付

NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id
=D0005120314_00000

参考動画：10min.ボックス 日本史　文明開化

45 380 二次元コード 自社ページＵＲＬ 森鷗外『青年』（拊石の演説の部分） 別紙68添付

46 392 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id
=D0005180391_00000

参考動画１：課題の見つけ方

NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id
=D0005180396_00000

参考動画２：分析のしかた

47 426 二次元コード 自社ページＵＲＬ 評論キーワード一覧　Web版 別紙69添付

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005120314_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005120314_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005120314_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005120314_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180391_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180391_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180396_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180396_00000
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